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む
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ぴ

鳥

正

夫

　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
不
正
競
孚
と
不
正
競
孚
防
止
法
の
關
係

　
不
正
競
孚
の
防
止
に
關
す
る
法
律
の
制
定
が
間
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
取
引
肚
會
に
船
い
て
不
正
競
孚
が
あ
る
程
度
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
を

前
提
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
不
正
競
孚
は
封
建
時
代
に
壽
い
て
も
し
ば
ぐ
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
不
正
競

畢
に
よ
る
他
の
菅
業
者
の
利
釜
歌
態
の
侵
害
が
不
法
行
爲
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
、
螢
業
上
の
自
由
競
雪
が
繧
濟
的
に
も
法
制

　
　
　
不
正
競
璽
k
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
四
二
九
）



　
　
　
不
正
競
争
K
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
四
三
〇
）

的
に
も
確
立
さ
れ
た
十
九
世
紀
以
後
に
お
い
て
で
あ
る
。
我
國
に
お
い
て
不
正
競
孚
の
防
止
に
關
す
る
法
律
の
制
定
が
こ
の
意
味
で
間
題
と
な
つ

た
の
は
、
日
叢
薬
勢
翅
一
賭
葦
）
以
後
の
好
景
氣
の
時
代
に
奮
て
で
あ
つ
た
。
喫
當
鷺
商
藁
の
隆
盛
棒
謹
萱
は

未
曾
有
の
活
況
を
呈
し
、
そ
こ
に
行
わ
れ
る
不
正
競
孚
も
弐
第
に
増
大
し
そ
の
弊
害
も
目
に
蝕
る
に
至
つ
た
。
そ
の
よ
5
な
情
勢
に
加
え
て
、
ド

イ
ッ
に
書
る
歪
撃
禁
止
法
の
制
薬
齢
善
矯
撃
れ
、
明
治
四
＋
四
年
（
晃
コ
年
）
に
は
農
商
馨
で
歪
馨
肇
が
準
備

さ
れ
た
が
・
當
時
播
早
論
が
多
く
そ
の
製
覧
る
に
窒
ら
奈
急
．
そ
裟
笙
姿
界
蛮
華
岬
㌻
八
年
）
に
よ
つ
て
活

濃
と
な
つ
た
我
國
の
通
商
取
引
は
各
種
の
不
正
競
孚
を
伴
い
、
國
内
的
に
も
國
際
的
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
た
め
、
漸
く
實
業
家
、
政
治
家
等

に
よ
つ
て
そ
れ
ら
を
禁
止
す
る
立
法
の
必
要
が
唱
え
ら
れ
、
大
正
十
五
年
（
一
九
三
ハ
年
）
に
は
再
び
そ
の
法
案
が
商
工
當
局
に
よ
つ
て
準
備
さ
れ

た
。
け
れ
ど
も
我
國
の
商
工
業
の
世
界
的
進
出
の
た
め
に
は
、
急
速
に
こ
れ
を
制
定
す
る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
す
る
意
見
が
強
く
、

政
府
も
民
間
諸
團
髄
も
表
面
は
そ
の
立
法
を
支
持
し
な
が
ら
、
そ
の
實
現
に
は
あ
ま
り
熱
心
で
な
く
、
結
局
こ
の
法
案
も
成
立
す
る
に
は
至
ら
な

　
（
2
）

か
つ
た
。

　
從
來
、
我
國
は
千
八
百
八
十
三
年
（
明
治
＝
ハ
年
）
の
工
業
所
有
椹
保
護
同
盟
條
約
に
加
入
し
て
語
り
、
千
九
百
年
（
明
塗
噂
三
年
）
及
び
千
九
百

十
一
年
（
明
治
四
四
年
）
の
改
正
條
約
に
も
調
印
し
批
准
を
完
了
し
て
い
る
が
、
そ
の
條
約
中
不
正
競
雫
に
關
す
る
規
定
と
し
て
は
、
第
九
條
及
び
第

十
條
に
「
虚
傭
の
原
産
地
を
附
し
且
つ
虚
構
又
は
僧
用
の
商
號
を
附
加
し
た
る
場
合
及
び
商
標
又
は
商
號
の
不
正
使
用
あ
り
た
る
場
合
に
、
輸
入

差
押
、
輸
入
禁
止
又
は
内
地
差
押
を
認
む
る
こ
と
。
若
し
當
該
國
の
法
律
が
之
を
認
め
な
い
場
合
に
は
、
内
國
人
と
同
様
の
保
護
を
與
う
べ
き
こ

と
」
を
規
定
し
、
又
第
＋
條
の
二
に
は
「
総
て
の
締
約
國
は
不
正
競
雫
に
封
し
有
効
な
保
護
を
確
保
す
べ
き
こ
と
」
を
規
定
し
て
い
た
。
そ
こ
で

當
時
に
お
い
て
も
、
日
本
商
品
の
進
出
に
よ
つ
て
直
接
影
響
を
う
け
る
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
等
に
よ
つ
て
、
我
國
σ
商
工
業
者
の
國
際
的
不
正

競
雫
が
非
難
さ
れ
て
い
た
が
、
干
九
百
二
十
四
年
（
大
正
一
三
年
）
頃
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
商
工
業
者
は
我
國
の
商
標
法
の
不
備
を
指
摘
し
、
商
標

及
ぴ
原
産
地
詐
稻
等
に
關
す
る
不
正
競
孚
を
公
然
と
非
難
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
に
あ
つ
て
、
千
九
百
二
十
五
年
（
大
正
一
四
年
）
に
は



へ
ー
グ
に
お
い
て
こ
の
條
約
が
改
正
さ
れ
、
從
來
取
締
の
不
充
分
で
あ
つ
た
鮎
が
彊
化
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
即
ち
第
十
條
の
二
に
お
い
て
「
工
業

上
又
は
商
業
上
の
誠
實
な
慣
習
に
反
す
る
一
切
の
競
孚
行
爲
は
不
正
競
雫
を
構
成
す
」
と
定
義
さ
れ
、
第
十
條
の
二
の
第
三
項
に
「
④
い
か
な
る

方
法
に
よ
る
を
間
わ
す
、
競
孚
者
の
生
産
物
と
混
同
を
生
す
る
一
切
の
行
爲
、
㈲
競
孚
者
の
生
産
物
の
信
用
を
害
す
る
商
業
上
の
虚
偲
の
表
示
」

を
禁
止
す
る
こ
と
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
へ
ー
グ
に
お
け
る
改
正
會
議
に
は
我
國
も
代
表
を
派
遣
し
調
印
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
全
艦
の
内
容
が

か
な
り
進
歩
的
で
あ
り
叉
嚴
重
な
と
こ
ろ
が
多
か
つ
た
た
め
、
他
の
多
く
の
調
印
國
と
同
様
に
途
に
批
准
を
み
る
に
は
至
ら
な
か
つ
た
。
け
れ
ど

も
我
國
の
封
外
貿
易
が
躍
進
す
る
に
つ
れ
て
、
以
前
は
主
と
し
て
不
正
競
孚
の
加
害
者
の
地
位
に
あ
っ
た
我
國
の
商
工
業
者
が
、
逆
に
そ
の
被
害

者
の
地
位
に
移
る
と
い
う
現
象
が
起
き
る
に
至
つ
た
。
例
え
ば
昭
和
五
年
（
㎞
九
三
〇
年
）
に
は
我
國
の
「
か
に
」
の
罐
詰
業
者
の
商
標
が
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
の
同
業
者
に
よ
つ
て
侵
害
さ
れ
、
北
ア
メ
リ
カ
の
市
場
で
多
大
の
損
害
を
蒙
る
な
ど
と
い
う
事
件
が
起
き
た
た
め
、
俄
か
に
不
正
競
雫
の
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

止
に
關
す
る
立
法
の
實
現
を
希
望
す
る
意
見
が
強
く
な
つ
て
き
た
。
こ
う
し
た
情
勢
の
攣
化
に
よ
つ
て
、
我
國
も
へ
ー
グ
の
改
正
條
約
に
加
入
す

る
準
備
と
し
て
、
昭
和
九
年
つ
九
三
四
年
）
に
は
こ
の
改
正
條
約
に
義
務
と
ル
て
定
め
ら
れ
た
程
度
の
不
正
競
孚
防
止
法
を
制
定
し
、
同
年
五
月

に
は
・
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
條
約
の
改
正
會
議
に
代
表
を
派
遣
し
調
印
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
我
國
の
不
正
競
孚
防
止
法
は
國
内
的
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

因
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
國
際
的
の
不
正
競
雫
の
防
止
に
關
す
る
要
請
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
大
膿
へ
ー
グ
の
改
正
條
約
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

定
め
ら
れ
た
も
の
を
立
法
化
し
た
に
過
ぎ
す
、
極
め
て
消
極
的
な
申
鐸
的
な
立
法
で
あ
る
黙
を
看
過
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

歪
撃
防
止
法
（
甥
暁
、
輔
．
二
七
）
は
六
力
鐘
窪
る
が
、
そ
の
私
法
的
責
任
に
關
す
る
規
定
の
忠
窪
玄
窪
第
一
條
で
勇
て
、

不
正
の
競
孚
の
目
的
を
も
つ
て
次
の
行
爲
を
な
し
た
者
は
被
害
者
に
封
じ
て
損
害
賠
償
の
責
に
任
す
と
規
定
し
、
①
商
品
を
混
同
せ
し
め
る
行
爲

⑧
原
産
地
を
誤
認
せ
し
め
る
行
爲
及
び
③
商
品
の
信
用
を
害
す
る
行
爲
の
三
種
の
競
争
行
爲
を
列
學
し
て
い
る
。
叉
被
害
者
は
こ
れ
ら
の
行
爲
の

差
止
を
請
求
で
き
る
外
、
特
に
③
商
品
の
信
用
を
害
す
る
行
爲
に
關
し
て
は
、
信
用
同
復
に
必
要
な
塵
置
を
講
求
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
“
る
。

第
二
條
は
商
品
の
普
通
名
詞
若
し
く
は
同
種
の
商
品
に
慣
用
さ
れ
る
地
名
そ
の
他
の
表
示
を
使
用
す
る
行
爲
叉
は
こ
れ
を
使
用
し
た
商
品
を
販
費

　
　
　
　
不
正
』
殖
畢
K
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
　
　

（
四
三
一
）



　
　
　
不
正
競
畢
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
四
三
二
）

擾
布
す
る
行
爲
に
つ
い
て
は
第
一
條
を
適
用
し
な
い
こ
と
を
定
め
、
第
六
條
は
特
許
法
、
實
用
新
案
法
、
意
匠
法
、
商
標
法
に
よ
る
椹
利
の
行
使

と
認
め
ら
れ
る
行
爲
に
つ
い
て
は
、
第
一
條
及
び
後
述
す
る
第
四
條
の
規
定
の
大
部
分
を
適
用
し
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
第
三
條
は
外
國

人
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、
哉
國
に
佳
所
又
は
螢
業
所
を
も
た
な
い
外
國
人
は
、
條
約
等
に
規
定
が
な
け
れ
ば
、
第
一
條
に
揚
げ
る
種
々
の
講
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
攻
に
公
法
的
規
定
の
中
心
を
な
す
も
の
は
第
四
條
で
あ
り
、
外
國
の
國
叉
は
官
の
公
章
、
記
號

等を

許
可
な
く
し
て
商
標
と
し
て
使
用
す
る
行
爲
又
は
こ
れ
を
使
用
し
た
商
品
を
販
費
擾
布
す
る
行
爲
を
禁
止
し
て
い
る
。
第
五
條
は
第
四
條

の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
を
定
め
て
い
る
。
然
し
な
が
ら
千
九
百
三
＋
●
四
年
（
昭
和
九
年
）
に
・
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
條
約
の
改
正
會
議

で
は
不
正
競
争
に
關
す
る
規
定
を
改
正
し
、
從
來
の
商
品
の
混
同
又
は
そ
の
信
用
毅
損
に
加
え
て
、
新
た
に
螢
業
施
設
又
は
工
業
上
若
し
く
は

商
業
上
の
活
動
の
混
同
又
は
そ
の
信
轟
損
の
行
爲
竃
婁
し
美
の
で
、
我
國
も
こ
れ
態
じ
て
歪
馨
防
止
発
改
正
（
響
、
｝
．
嚇
、
一
．
七
）

ハ
　
ロし
、
第
一
條
に
新
た
に
螢
業
上
の
施
設
叉
は
活
動
を
混
同
せ
し
め
る
行
爲
を
加
え
、
從
來
の
商
品
の
信
用
を
害
す
る
行
爲
を
螢
業
上
の
信
用
を
害

す
る
行
爲
に
援
張
し
た
。
そ
の
他
こ
れ
に
感
じ
て
第
一
條
、
第
二
條
及
び
第
六
條
を
修
正
或
は
補
完
し
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
然
し
な
が
ら
我

國
の
歪
彗
防
止
猿
ギ
ッ
の
歪
撃
防
止
法
（
無
賠
九
）
笙
條
の
塔
塗
般
的
規
定
叢
写
、
極
め
て
限
ら
れ
盗
類
の
歪
競

孚
を
あ
げ
て
禁
止
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
國
内
及
ぴ
國
際
取
引
肚
會
に
壽
け
る
多
種
多
檬
な
不
正
競
雫
を
十
分
に
防
止
す
る
こ
と
は
望
む

　
　
　
　
　
ハ
マ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

こ
と
が
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
前
章
で
読
明
し
た
よ
う
に
、
不
正
競
孚
が
民
法
第
七
百
九
條
の
要
件
を
具
備
す
る
場
合
に
は
、
不
法
行
爲
に
關
す

る
規
定
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
又
そ
こ
に
何
等
か
の
利
釜
朕
態
の
侵
害
が
あ
れ
ば
同
條
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
章
に
お
い
て
は
不
正
競
雫
防
止
法
の
規
定
す
る
四
種
の
不
正
競
孚
の
成
立
要
件
と
効
果
を
槍
討
し
、
併
せ
て
公
法
的
規

定
を
研
究
し
て
不
正
競
孚
の
間
題
を
一
暦
よ
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
．
の
で
あ
る
。

ω
　
附
録
第
一
参
照
、
こ
の
法
案
は
二
＋
六
ヵ
條
か
ら
な
り
、
大
髄
ド
イ
ッ
の
奮
不
正
競
學
禁
止
法
（
一
八
九
六
年
）
に
倣
つ
た
も
の
で
あ
る
Q

　
件
　
直
之
助
「
不
正
競
璽
法
案
の
批
評
」
（
東
京
経
濟
難
誌
第
四
四
巻
第
一
六
二
一
號
、
第
一
六
ニ
ニ
號
）



③
　
附
録
第
二
滲
照
、
こ
の
法
案
は
僅
か
七
力
條
で
、
へ
ー
グ
の
改
正
條
約
K
義
務
と
し
て
定
め
ら
れ
た
範
園
に
止
ま
る
潰
極
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
東
京
商
工
會
議
所
、
前
趨
、
一
〇
七
ー
」
O
八
頁

⑧
　
昭
和
五
年
＋
月
に
臨
時
産
業
合
理
局
内
販
賓
管
理
委
員
會
は
不
正
競
箏
防
止
法
制
定
に
關
す
る
決
議
を
な
し
、
工
業
所
有
権
保
護
同
盟
條
約
K
規
定
さ
れ
た

　
も
の
の
外
、
左
記
事
項
を
取
締
る
べ
き
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
o

　
て
他
人
の
被
傭
者
・
受
託
者
を
誘
惑
し
て
不
正
に
利
得
す
る
こ
と

　
二
、
他
人
の
螢
業
を
誹
議
す
る
虚
鶴
の
事
項
を
流
布
す
る
こ
と

　
三
、
被
傭
者
の
管
業
上
の
秘
密
漏
泄
及
び
第
三
者
が
其
の
知
り
得
た
る
秘
密
を
不
正
に
利
用
す
る
こ
と

　
四
、
管
業
上
委
託
せ
ら
れ
た
る
他
人
の
考
案
叉
は
技
術
、
設
計
等
を
不
正
に
使
用
す
る
こ
と

　
五
、
專
屡
的
に
探
用
せ
ら
れ
た
る
被
傭
者
、
代
理
人
等
が
其
の
任
務
に
違
背
し
て
他
の
競
畢
者
の
爲
に
働
く
こ
と
及
び
競
雫
者
が
右
の
如
き
者
を
利
用
す
る
こ

　
　
と

　
六
、
不
正
競
争
の
日
的
を
以
て
貨
物
引
換
謹
、
倉
庫
謹
券
及
び
船
荷
鐙
券
の
空
券
焚
行
及
び
貨
物
假
渡
を
爲
す
こ
と

　
七
、
虚
偶
の
廣
告
、
品
質
の
詐
稻
を
爲
す
こ
と

　
八
、
其
の
他
不
正
の
手
段
に
依
る
競
業

　
な
お
こ
れ
ら
の
取
締
事
項
を
効
果
あ
ら
し
め
る
た
め
、
罰
金
、
盟
刑
等
の
有
勘
に
し
て
且
つ
適
切
な
制
裁
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
（
記
内
、
前

　
掲
、
三
〇
頁
に
ょ
る
。
）

ω
　
政
府
の
提
案
理
由
に
よ
れ
ば
、
本
法
の
制
定
に
よ
つ
て
工
業
所
有
穫
保
護
同
盟
條
約
に
加
入
し
、
海
外
に
お
け
る
我
が
商
品
の
聾
債
を
高
め
、
我
國
貿
易
の

　
登
達
に
賛
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
＋
、
昭
和
九
年
三
月
九
日
、
四
六
一
頁

⑤
有
馬
忠
三
郎
「
不
正
競
争
防
止
法
に
就
て
」
（
法
律
時
報
等
六
巻
第
七
號
）
二
四
頁

㈲
　
附
録
第
三
参
照

　
豊
崎
光
衛
「
不
正
競
璽
防
止
法
中
改
正
法
律
」
（
第
七
三
帝
國
議
會
新
法
律
の
解
説
）
ニ
ニ
六
i
ニ
ニ
七
頁

ω
　
第
一
章
第
四
節
参
照

　
有
馬
、
前
掲
論
丈
、
二
四
ー
二
五
頁

不
霊
』
競
争
に
つ
い
て

五

（
囚
呂
露
）



不
遊
詰
訓
嬢
に
つ
い
て

六

（
四
三
四
）

第
二
節
　
不
正
競
雫
防
止
法
の
私
法
的
規
定

第
一
項
不
正
競
孚
の
成
立
要
件

e
主
叡
的
要
件

　
不
正
競
孚
防
止
法
に
よ
れ
ば
、
不
正
競
孚
の
成
立
の
た
め
の
主
観
的
要
件
と
し
て
「
不
正
ノ
競
孚
ノ
目
約
」
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

（
一
條
）
。
　
こ
の
「
不
正
ノ
競
孚
ノ
目
的
」
と
い
う
言
葉
は
、
商
法
第
二
＋
條
第
一
項
、
同
第
こ
＋
こ
條
、
同
第
｝
，
一
十
五
條
第
三
項
等
に
も
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
義
は
直
接
法
令
に
よ
つ
て
禁
止
さ
れ
た
方
法
は
勿
論
、
そ
の
他
取
引
肚
會
に
お
け
る
道
徳
的
判
断
に
照
し
て
許
す
こ
と
の

で
き
な
い
競
孚
方
法
を
用
い
て
、
他
人
の
螢
業
上
の
利
釜
を
侵
害
す
る
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
不
正
ノ
競
孚
ノ
目
的
ヲ
以
テ
」
と
い
う
こ
と
は

民
法
上
の
「
故
意
ニ
ヨ
リ
」
と
ほ
ぼ
同
意
義
で
あ
つ
て
、
不
正
競
雫
と
な
る
こ
と
を
認
識
し
、
か
つ
そ
の
結
果
の
生
す
る
こ
と
を
認
容
す
る
心
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

歌
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
け
れ
ど
も
「
故
意
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
外
に
結
果
の
認
識
だ
け
で
足
り
る
と
す
る
読
（
槻
念
主

義
＜
o
匿
＄
一
一
彗
暢
嘗
8
二
①
）
と
、
反
封
に
結
果
を
意
欲
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
読
（
意
思
主
義
ミ
罠
Φ
戻
芸
8
ユ
①
）
と
が
あ
り
、
刑
法
上
の
犯
意

に
つ
い
て
孚
わ
れ
て
い
る
が
、
現
實
に
生
じ
た
損
害
を
い
か
に
し
て
填
補
す
る
か
と
い
う
民
事
賠
償
の
問
題
に
語
い
て
は
、
意
思
主
義
を
と
る
こ

と
は
妥
當
で
は
な
く
叉
純
粋
な
観
念
主
義
も
不
適
當
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
次
に
「
不
正
ノ
競
雫
ノ
目
的
ヲ
以
テ
」
と
い
う
言

葉
の
中
に
は
、
過
失
に
よ
る
不
正
競
孚
は
含
ま
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
同
一
若
し
く
は
類
似
の
商
品
標
章
の
存
在
を
知
ら
な
か
つ
た
使
用
者
に
責
任

を
負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
螢
業
上
の
誹
講
に
語
い
て
も
、
陳
述
又
は
流
布
し
た
事
實
が
虚
儒
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
場
合
に
は

不
正
競
孚
防
止
法
は
適
用
さ
れ
な
い
。



ω
　
同
説
、
膝
本
、
前
掲
、
一
七
頁
、
堀
部
「
不
正
競
争
の
法
律
上
の
性
質
」
．
四
四
四
－
四
四
六
頁

　
反
封
説
、
奥
野
、
前
掲
、
七
－
八
頁
、
大
審
院
昭
和
九
年
五
月
＋
七
日
判
決
（
民
集
第
一
三
巻
七
四
二
頁
以
下
）

⇔
審
叡
的
要
件

「
不
正
ノ
競
孚
ノ
目
的
ヲ
以
テ
」
な
し
た
行
爲
の
す
べ
て
が
不
正
競
雫
と
な
る
の
で
は
な
く
、
本
法
の
不
正
競
孚
を
構
成
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

行
爲
が
家
の
四
種
の
行
爲
の
い
す
れ
か
に
属
す
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
第
一
の
種
類
に
属
す
る
も
の
は
商
品
の
混
同
行
爲
で
あ
る
。
即
ち
「
本
法
施
行
ノ
地
域
内
二
於
テ
取
引
上
廣
ク
認
識
セ
ラ
ル
ル
他
人
ノ
氏
名
、

商
號
、
商
標
、
商
品
ノ
容
器
包
装
其
ノ
他
他
人
ノ
商
品
タ
ル
喜
ト
ヲ
示
ス
表
示
ト
同
一
若
ハ
類
似
ノ
モ
ノ
ヲ
使
用
シ
又
ハ
之
ヲ
使
用
シ
タ
ル
商
品

ヲ
販
賓
若
ハ
擾
布
シ
テ
他
人
ノ
商
品
ト
混
同
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
行
爲
」
（
一
條
一
項
一
號
）
で
あ
る
。
第
二
の
種
類
に
属
す
る
も
の
は
螢
業
の
混
同
行

爲
で
あ
る
。
即
ち
「
本
法
施
行
ノ
地
域
内
二
於
テ
取
引
上
廣
ク
認
識
セ
ラ
ル
ル
他
人
ノ
氏
名
、
商
號
、
標
章
其
ノ
他
他
人
ノ
螢
業
タ
ル
コ
ト
ヲ
示

ス
表
示
卜
同
一
又
ハ
類
似
ノ
モ
ノ
ヲ
使
用
シ
テ
他
人
ノ
螢
業
上
ノ
施
設
又
ハ
活
動
卜
混
同
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
行
爲
」
（
】
條
一
項
二
號
）
で
あ
る
。

　
　
イ

　
元
來
、
自
己
の
商
品
或
は
螢
業
を
他
人
の
そ
れ
ら
か
ら
匠
別
す
る
た
め
に
使
用
す
る
商
品
標
章
は
、
そ
れ
が
文
字
、
圖
形
、
記
號
等
で
あ
り
叉

商
品
の
外
装
で
あ
る
と
を
問
わ
す
、
表
明
力
と
優
別
力
と
を
も
つ
も
の
で
あ
る
限
り
、
螢
業
者
に
と
つ
て
は
螢
業
的
活
動
の
効
果
を
嚢
揮
で
き
る

有
力
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
極
め
て
債
値
高
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
保
護
す
る
＋
分
な
理
由
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
特
定
の
商
品

標
章
が
他
の
も
の
と
混
同
さ
れ
る
危
瞼
が
あ
る
か
否
か
は
ど
の
よ
う
に
し
て
判
断
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
結
局
、
取
引
の
相
手
方
が
通
常
の
注
意

力
を
も
つ
て
一
つ
の
商
品
標
章
を
使
用
す
る
商
品
或
は
螢
業
を
見
た
場
合
、
彼
等
が
甑
に
知
つ
て
い
る
と
と
ろ
の
同
一
若
し
く
は
類
似
の
標
章
を

も
つ
商
品
と
同
一
の
品
質
を
も
ち
、
或
は
同
一
の
螢
業
者
に
由
來
す
る
と
考
え
る
か
否
か
に
よ
つ
て
決
定
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
っ
い
い
か

え
れ
ば
い
か
な
る
場
合
に
混
同
を
生
す
る
か
と
い
う
間
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
特
殊
な
事
情
を
考
慮
し
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

　
　
　
不
正
『
競
争
に
う
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　

（
四
三
五
）



　
　
　
不
正
競
雫
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
四
三
六
）

一
般
的
に
は
商
品
標
章
を
構
成
す
る
各
部
分
を
綜
合
的
に
観
察
し
た
と
き
に
、
そ
の
表
示
方
法
に
よ
る
蓮
想
の
た
め
に
商
品
の
品
質
或
は
出
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

誤
認
す
る
場
合
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
女
に
槍
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
の
商
品
或
は
螢
業
が
同
種
若
し
く
は

類
似
し
た
種
類
の
も
の
で
な
け
れ
ぱ
混
同
を
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
貼
で
あ
る
。
こ
こ
で
同
種
の
商
品
或
は
螢
業
と
い
う
の
は
同
一
銘
柄

の
商
品
或
は
そ
れ
を
取
扱
う
螢
業
を
い
い
、
類
似
の
商
品
或
は
螢
業
と
い
う
の
は
同
一
需
要
に
封
し
て
相
互
に
代
替
關
係
に
あ
る
そ
れ
ら
を
い
う

の
で
あ
る
。
勿
論
二
つ
の
商
品
或
は
螢
業
の
間
に
現
實
に
代
替
關
係
が
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
φ
、
叉
種
々
の
事
情

の
愛
化
に
よ
つ
て
こ
の
關
係
は
容
易
に
動
か
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
同
一
若
し
く
は
類
似
の
標
章
を
も
つ
商
品
或
は
螢
業
を
混
同
す
る

の
は
、
多
く
は
爾
者
の
間
に
同
種
若
し
く
は
類
似
の
商
品
若
レ
く
は
螢
業
と
い
う
關
係
の
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
全
く
別
種
の
商
品
若
し
く
は
螢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

業
に
つ
い
て
ば
こ
の
意
味
に
お
け
る
不
正
競
孚
は
殆
ん
ど
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
氏
名
が
商
品
標
章
と
し
て
使
用
さ
れ
た
揚
合
に
は
、
そ
れ
は
特
定
人
を
他
か
ら
雇
別
す
る
と
い
う
氏
名
本
來
の
機
能
を
果
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
氏
名
使
用
者
の
螢
業
的
活
動
の
範
園
を
表
明
す
る
作
用
を
螢
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
特
定
の
螢
業
者
の
商
品
或
は
螢
業
た

る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
取
引
上
廣
く
認
識
さ
れ
る
他
人
の
氏
名
に
封
し
て
は
、
輩
に
そ
れ
が
自
己
の
氏
名
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
理

由
で
商
品
標
章
と
し
て
の
使
用
を
差
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
み
で
な
く
、
そ
れ
と
同
一
若
し
く
は
頚
似
の
も
の
を
使
用
す
る
行
爲
又
は
そ
れ

を
使
用
し
た
商
品
を
販
費
接
布
す
る
行
爲
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
氏
名
が
商
品
標
章
と
し
て
使
用
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
混
同
に
よ
る
不

正
競
孚
の
侵
害
物
髄
は
い
わ
ゆ
る
氏
名
椹
で
は
な
く
、
氏
名
使
用
者
が
そ
れ
に
よ
つ
て
螢
業
的
活
動
の
範
園
を
表
明
す
る
と
い
う
経
濟
上
の
利
釜

欣
態
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
②
　
商
號
と
は
商
人
が
螢
業
的
活
動
に
お
い
て
自
己
を
表
彰
す
る
た
め
に
用
い
る
名
構
で
あ
り
、
そ
れ
を
慣
用
す
る
ご
と
に
よ
つ
て
そ
の
螢
業

と
の
間
に
特
別
な
結
合
關
係
を
生
じ
、
取
引
の
相
手
方
は
商
號
に
よ
つ
て
螢
業
を
匿
別
し
信
用
の
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
關
係

を
保
護
す
る
た
め
に
先
す
商
號
の
登
記
と
い
う
制
度
が
認
め
ら
れ
、
登
記
し
た
商
號
に
つ
い
て
は
法
律
上
一
暦
厚
い
保
護
を
加
え
る
こ
と
と
な
つ



た
。
け
れ
ど
も
商
品
標
章
と
し
ゼ
の
本
來
の
機
能
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
登
記
の
有
無
に
よ
つ
て
保
護
の
態
檬
に
匿
別
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
は
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

當
で
な
い
か
ら
、
本
法
は
登
記
の
有
無
に
拘
ら
す
取
引
上
廣
く
認
識
さ
れ
た
商
號
の
も
つ
経
濟
上
の
利
釜
厭
態
を
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
③
　
商
標
と
は
自
己
の
螢
業
に
係
る
商
品
で
あ
る
こ
と
を
表
彰
す
る
た
め
に
用
い
る
標
識
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
專
用
す
る
槽
利
を
認
め
て
螢
業

上
の
信
用
を
確
保
し
、
重
笙
れ
る
醤
上
の
利
蕪
肇
保
護
す
る
た
健
、
我
國
に
お
い
て
も
商
標
法
（
漱
魏
．
四
二
、
δ
）
を
製
し
て

商
標
の
登
録
と
い
う
制
度
を
設
け
て
い
る
。
け
れ
ど
も
商
號
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
と
同
檬
に
、
商
品
標
章
と
し
て
の
機
能
か
ら
み
る
な
ら
ば
、

登
録
の
有
無
と
い
う
こ
と
は
軍
に
技
術
的
な
理
由
で
あ
る
か
ら
、
本
法
は
登
録
の
有
無
に
拘
ら
す
取
引
上
廣
く
認
識
さ
れ
た
商
標
の
も
つ
経
濟
上

の
利
釜
歌
態
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
商
品
の
容
器
包
装
其
の
他
他
人
の
商
品
た
る
こ
と
を
示
す
表
示
と
い
う
の
は
、
例
え
ぱ
包
紙
、
書
籍
の
装
偵
、
印
章
、
花
押
、
ス
タ
ン
プ

等
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
商
品
と
の
間
に
特
別
な
結
合
關
係
の
あ
る
こ
と
を
表
明
し
、
他
人
の
商
品
と
の
固
別
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
の
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
標
章
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
商
品
標
章
を
使
用
す
る
螢
業
者
に
と
つ
て
は
、
こ
れ
が
螢
業
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

活
動
の
効
果
を
襲
揮
で
き
る
有
力
な
手
段
で
あ
る
か
ら
、
他
人
が
同
一
若
し
く
は
類
似
の
も
の
を
使
用
す
る
行
爲
又
は
そ
れ
を
使
用
し
た
商
品
を

販
費
接
布
す
る
行
爲
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
前
述
し
た
第
一
及
び
第
二
の
種
類
に
属
す
る
不
正
競
孚
に
語
い
て
、
そ
ご
に
使
用
さ
れ
る
氏
名
、

商
號
、
商
標
、
商
品
の
容
器
包
装
等
の
商
品
標
章
が
「
取
引
上
廣
ク
認
識
セ
ラ
ル
ル
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
黙
で
あ
る
。
こ
の

「
取
引
上
廣
ク
認
識
セ
ラ
ル
ル
」
と
い
う
こ
と
は
、
特
定
の
商
品
標
章
を
使
用
す
る
商
品
或
は
螢
業
を
見
た
場
合
に
、
そ
の
商
品
の
品
質
或
は
出
所

が
一
般
的
に
取
引
の
相
手
方
に
よ
つ
て
直
ち
に
認
識
さ
れ
る
欣
態
を
意
昧
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
故
、
一
定
の
旛
品

標
章
が
常
に
特
定
の
商
品
或
は
螢
業
に
廣
く
使
用
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
表
示
方
法
の
み
に
よ
つ
て
は
そ
の
商
品
の
品
質
或
は
出
所
が
直
ち
に
認
識

さ
れ
な
い
場
合
は
原
則
と
し
て
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
不
正
競
畢
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
四
三
七
》



　
　
　
不
並
競
雫
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
（
四
三
八
）

　
第
三
の
種
類
に
属
す
る
も
の
は
原
産
地
の
詐
稻
で
あ
る
。
即
ち
「
假
設
若
ハ
潜
用
ノ
商
號
二
附
加
シ
テ
商
品
二
虚
儒
ノ
原
産
地
ノ
表
示
ヲ
爲
シ

叉
ハ
之
ヲ
表
示
シ
タ
ル
商
品
ヲ
販
費
若
ハ
接
布
シ
テ
原
産
地
ノ
誤
認
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
行
爲
」
（
一
條
一
項
三
號
）
で
あ
る
。
原
産
地
表
示
は
前
述
し

た
商
品
標
章
と
極
め
て
類
似
し
た
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
が
商
品
と
螢
業
者
と
の
間
の
螢
業
的
關
係
を
表
明
す
る
の
で
あ
り
・
、
直
接

取
引
の
相
手
方
に
そ
の
商
品
の
品
質
に
劃
す
る
信
頼
の
念
を
與
え
る
こ
と
が
で
途
る
の
に
封
し
、
原
産
地
表
示
は
そ
の
商
品
の
由
來
又
は
起
源
の

み
を
表
示
す
る
に
止
ま
り
、
直
接
に
は
信
頼
の
念
を
與
え
る
こ
と
が
少
い
貼
で
逼
別
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
本
法
に
お
け
る
原
産
地
の
詐

構
は
假
設
若
し
く
は
暦
用
商
號
と
共
に
す
る
こ
と
を
要
す
る
か
ら
、
そ
の
實
質
に
語
い
て
は
前
述
し
た
商
品
標
章
の
混
同
に
よ
る
不
正
競
雫
と
大

差
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
詳
細
に
検
討
す
る
な
ら
ぱ
、
鱒
用
商
號
と
共
に
す
る
原
産
地
の
詐
構
は
必
す
商
號
の
混
同
に
よ

る
不
正
競
孚
を
俘
う
も
の
で
あ
り
、
侵
害
さ
れ
る
経
濟
上
の
利
釜
歌
態
は
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
假
設
商
號
と
共
に
す
る
原
産

地
の
詐
稻
に
お
い
て
は
、
混
同
さ
れ
る
商
號
が
存
在
せ
す
從
つ
て
侵
害
さ
れ
る
脛
濟
上
の
利
釜
歌
態
忌
存
在
し
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

こ
に
表
示
さ
れ
た
原
産
地
に
お
け
る
同
種
若
し
く
は
類
似
の
商
品
の
生
産
者
又
は
ご
れ
を
取
扱
う
商
人
は
、
正
當
な
商
號
に
附
加
し
て
原
産
地
爽

示
を
な
す
と
こ
ろ
の
経
濟
上
の
利
釜
歌
態
を
侵
害
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
の
種
類
に
属
す
る
も
の
は
螢
業
上
の
誹
講
で
あ
る
。
帥
ち
「
他
人
ノ
螢
業
上
ノ
信
用
ヲ
害
ス
ル
虚
儒
ノ
事
實
ヲ
陳
述
シ
叉
ハ
之
ヲ
流
布
ス

ル
行
爲
」
（
一
條
一
項
四
號
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
螢
業
上
の
信
用
と
は
螢
業
者
が
市
場
に
誇
い
て
正
當
に
獲
得
し
た
と
こ
ろ
の
そ
の
螢
業
に
封
す
る

肚
會
的
名
聲
又
は
信
頼
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
不
當
に
攻
撃
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
螢
業
上
の
競
雫
に
お
い
て
有
利
な
地
位
を
得
よ
う
と
す

る
競
孚
方
法
が
螢
業
上
の
誹
誘
で
あ
る
。
こ
の
種
類
の
不
正
競
孚
を
行
う
者
は
必
す
し
も
被
害
者
と
同
種
若
し
く
は
類
似
の
螢
業
を
な
す
こ
と
は

必
要
で
な
く
、
何
等
の
螢
業
を
も
な
さ
な
い
者
が
特
定
の
螢
業
者
の
利
釜
を
確
保
す
る
た
め
に
、
他
の
螢
業
者
を
誹
諺
す
る
場
合
も
含
ま
れ
る
こ

と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
“
。
本
法
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
陳
述
流
布
さ
れ
る
も
の
が
虚
儒
の
事
實
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
そ
れ
が

眞
實
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
場
合
に
は
何
等
の
責
任
も
生
じ
渚
い
。
從
つ
て
他
人
の
螢
業
に
關
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
學
術
上
叉
は
技
術
上
の
批



判
で
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
に
該
當
し
な
い
も
の
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
次
に
本
法
に
お
け
る
螢
業
上
の
誹
誘
は
、
そ
の
攻
撃
の
目
標
が
直
接
に
讐
業

自
膣
の
肚
會
的
名
聲
文
は
信
頼
に
向
け
ら
れ
た
場
合
を
さ
す
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
必
す
し
も
螢
業
者
自
身
の
名
轡
又
は
信
用
と
一
致
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
實
際
に
は
爾
者
が
一
致
す
る
場
合
が
少
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
從
つ
て
ご
の
場
合
に
は
被
害
者
は
民
法
第
七
百
十
條
、
刑
法
第
二
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

三
十
條
、
同
第
二
百
三
十
三
條
等
に
よ
つ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
最
後
に
本
法
の
私
法
的
規
定
に
お
け
る
不
正
競
雫
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
よ
つ
て
損
害
が
襲
生
し
た
こ
と
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
こ

で
損
害
と
い
う
言
葉
は
経
濟
上
の
利
釜
欣
態
の
侵
害
を
意
味
す
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
α
い
い
か
え
れ
ば
前
述
し
た
四
種
の
不
正

競
孚
の
侵
害
物
艦
は
、
法
律
上
積
極
的
に
認
め
ら
れ
た
槽
利
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
経
濟
上
の
利
釜
駄
態
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
本
法
に
お
け
る

不
正
競
孚
は
槽
利
侵
害
を
要
件
と
す
る
不
法
行
爲
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
形
式
に
お
い
て
は
不
法
行
爲
に
極
め
て
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
本
法
の
不
正
競
孚
も
準
不
法
行
爲
と
呼
ぶ
こ
と
が
適
當
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
不
正
競
孚
防
止
法
の
私
法
的
規
定
は
損

害
の
襲
生
を
前
提
と
し
、
そ
の
露
属
を
決
す
る
方
法
と
し
て
競
孚
方
法
の
正
、
不
正
を
問
題
に
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
損
害
が
獲
生
し
な
け
れ

ば
不
正
競
孚
に
よ
る
責
任
は
生
じ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
黙
、
後
述
す
る
本
法
の
公
法
的
規
定
の
よ
う
に
損
害
の
焚
生
と
は
關
係
な
く
、
行
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

そ
の
も
の
を
制
限
し
非
難
す
る
も
の
と
は
異
る
わ
け
で
あ
る
。
次
に
損
害
は
現
實
に
襲
生
し
た
こ
と
を
要
す
る
か
或
は
將
來
稜
生
す
る
こ
と
が
豫

想
さ
れ
る
場
合
で
も
よ
い
か
と
い
う
鮎
に
つ
い
て
は
間
題
が
あ
り
、
現
實
に
護
生
し
な
い
場
合
で
憾
損
害
の
稜
生
に
つ
い
て
確
定
的
關
係
が
成
立

し
た
と
き
に
は
、
本
法
の
趣
旨
か
ら
不
正
競
孚
を
成
立
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
読
も
あ
る
が
、
本
法
第
一
條
の
解
程
上
そ
れ
に
同
意
す
る
～

と
は
で
き
な
い
。

ω
　
同
趣
旨
の
理
論
が
商
標
の
類
似
性
に
關
す
る
大
審
院
の
判
決
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
大
審
院
大
正
九
年
＋
月
二
十
九
日
判
決
（
民
録
第
二
六
輯
＝
ハ
七
九
頁
）
、
同
昭
和
二
年
四
月
＋
二
日
判
決
（
新
聞
二
六
九
三
號
一
五
頁
）
、
同
昭
和
四
年
五
月

　
二
＋
二
日
判
決
（
民
集
第
八
巻
五
一
七
頁
）
、
同
昭
和
七
年
六
月
二
＋
日
判
決
（
民
集
第
二
巻
一
四
九
三
頁
）

　
　
不
正
競
争
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
（
四
三
九
）



　
　
不
正
競
婿
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
（
四
四
〇
）

⑧
　
同
趣
旨
の
理
論
が
商
標
の
混
同
に
關
す
る
大
審
院
の
判
決
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
大
審
院
昭
和
三
年
三
月
二
十
九
日
判
決
（
新
聞
二
八
五
七
號
一
〇
頁
）
、
同
昭
和
四
年
五
月
二
十
二
日
判
決
（
民
集
第
八
巻
五
一
七
頁
）

　
堀
部
靖
雄
「
商
品
混
同
に
因
る
不
正
競
争
を
論
ず
」
（
商
業
と
経
濟
第
＋
五
年
第
二
冊
）
四
二
－
四
四
頁

⑧
　
堀
部
「
不
正
競
雫
の
法
律
上
の
性
質
」
四
四
八
1
四
四
九
頁

㈲
　
堀
部
「
不
正
競
争
の
法
律
上
の
性
質
」
四
五
一
－
四
五
三
頁
、
堀
部
靖
雄
「
誉
業
誹
識
」
（
商
業
と
経
濟
第
＋
五
年
第
一
冊
）
一
五
九
頁
以
下

⑤
　
第
二
章
第
五
節
参
照

第
二
項
　
不
正
競
孚
の
効
果

e
損
審
賠
償

　
前
述
し
た
四
種
の
不
正
競
孚
に
よ
つ
て
損
害
を
蒙
つ
た
者
は
、
行
爲
者
に
封
し
て
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
す
る
（
一
條
一
項
）
。
こ
の
場
合
の

被
害
者
は
経
濟
上
の
利
釜
歌
態
を
侵
害
さ
れ
た
特
定
の
螢
業
者
で
あ
る
こ
と
は
必
要
で
な
く
、
一
般
に
損
害
を
蒙
つ
た
同
種
若
し
粂
は
類
似
の
商

品
の
生
産
者
又
は
こ
れ
を
取
扱
う
商
人
を
含
み
、
叉
自
然
人
で
あ
る
と
法
人
で
あ
・
る
と
を
問
わ
な
い
。
こ
の
損
害
賠
償
責
任
の
性
質
は
、
前
述
し

た
よ
う
集
法
行
爲
に
よ
る
馨
賠
讐
讐
類
似
し
荏
質
驚
つ
為
雰
る
。
そ
こ
薯
作
獲
（
塑
婆
．
旧
．
四
）
肇
＋
九
條
の
壱

に
「
著
作
権
ヲ
侵
害
シ
タ
ル
者
は
爲
作
者
ト
シ
本
法
二
規
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
外
民
法
第
三
編
第
五
章
ノ
規
定
二
從
ヒ
之
　
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
損
害

を
賠
償
ス
ル
ノ
責
二
任
ス
」
と
い
う
規
定
は
存
在
し
な
い
け
れ
ど
も
、
不
正
競
雫
に
よ
る
損
害
賠
償
の
範
園
及
び
効
力
に
つ
い
て
は
同
様
に
民
法

第
七
百
九
條
以
下
の
不
法
行
爲
の
理
論
に
よ
つ
て
解
決
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
使
用
者
の
責
任
に
關
す
る
民
法
第
七
百
十
五
條
、
共
同
不

法
行
爲
に
關
す
る
同
第
七
百
十
九
條
、
金
鐘
賠
償
及
び
過
失
相
殺
に
關
す
る
同
第
七
百
二
十
二
條
、
時
効
に
關
す
る
同
第
七
百
二
十
四
條
及
び
不

法
行
爲
に
關
す
る
民
事
訴
訟
の
管
轄
を
規
定
し
た
民
事
訴
訟
法
第
十
五
條
等
の
規
定
は
不
正
競
争
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
権
に
類
推
さ
れ
、
そ
の

他
、
行
爲
と
損
害
の
襲
生
と
の
因
果
關
係
及
び
損
害
の
算
定
等
の
間
題
も
す
べ
て
民
法
の
一
般
原
則
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。



⇔
　
不
正
鏡
孚
行
爲
の
差
止

　
不
正
競
孚
に
よ
る
被
害
者
が
損
害
賠
償
講
求
灌
を
も
つ
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
同
時
に
こ
の
損
害
賠
償
に
代
え
（
叉
は
損
害
賠
償
と
共
に
そ
の

不
正
競
孚
行
爲
の
差
止
を
講
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
條
二
項
）
。
同
項
は
「
前
項
ノ
行
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
者
二
劃
シ
テ
ハ
」
と
規
定
し
て
い
る
か

ら
、
不
正
競
孚
行
爲
の
差
止
は
現
實
に
侵
害
行
爲
が
な
さ
れ
將
來
も
繰
返
さ
れ
る
危
瞼
の
あ
る
場
合
に
の
み
講
求
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
箪
に
將

來
侵
害
行
爲
が
な
さ
れ
る
語
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
は
講
求
で
き
な
い
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
現
實
に
侵
害
行

爲
が
な
く
て
も
將
來
な
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
確
定
的
關
係
が
あ
れ
ば
同
項
は
適
用
さ
れ
る
と
い
う
読
も
、
．
具
艦
的
に
ど
の
程
度
の
朕
況
が
確
定

的
關
係
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
難
黙
が
あ
る
の
み
で
な
く
、
本
法
第
一
條
の
解
繹
上
こ
の
読
を
探
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か

　
　
（
1
）

で
あ
ろ
う
。
な
語
登
記
或
は
登
録
さ
れ
た
商
號
、
商
標
等
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
商
法
、
商
標
法
等
の
規
定
に
よ
つ
て
保
護
さ
れ
る
ご
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

①
　
同
読
、
奥
野
、
前
掲
、
　
一
二
頁

　
反
封
説
、
勝
本
、
前
掲
論
丈
、
一
八
頁

⇔
信
用
同
復
虚
置

　
第
四
の
種
類
に
属
す
る
不
正
競
孚
帥
ち
螢
業
上
の
誹
議
を
な
し
た
者
に
封
し
て
は
、
被
害
者
は
螢
業
上
の
信
用
を
同
復
す
る
た
め
に
必
要
な
庭

置
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
一
條
三
項
）
。
こ
の
講
求
は
損
害
賠
償
又
は
不
正
競
雫
行
爲
の
差
止
の
外
に
認
め
ら
れ
た
権
利
で
あ
り
、
前
二
者

と
同
時
に
講
求
で
き
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
信
用
回
復
庭
置
は
そ
れ
ぞ
れ
、
の
場
合
に
適
當
な
方
法
が
選
ば
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
實

　
　
　
不
正
競
畢
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
　
（
四
四
一
）



　
　
　
不
正
競
畢
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
（
四
四
二
）

際
に
は
謝
罪
廣
告
又
は
取
消
廣
告
を
命
す
る
ご
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
螢
業
上
の
信
用
を
害
す
る
乙
と
に
よ
つ
て
、
同
時
に
螢
業
者
の
名
春

叉
は
信
用
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
、
民
法
第
七
百
二
十
三
條
に
よ
つ
て
名
春
を
同
復
す
る
た
め
に
適
當
な
庭
分
を
請
求
で
き
る
こ
と
も
注
意
し
な

け
れ
ぱ
者
ら
な
い
。

第
三
項
　
そ
の
他

　
不
正
競
孚
防
止
法
は
内
國
人
及
び
外
國
人
に
封
し
て
共
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
我
國
に
佳
所
又
は
螢
業
所
を
も
た
な
い
外
國
人
は
、

條
約
又
は
そ
れ
に
準
す
る
も
の
に
特
別
の
規
定
が
な
け
れ
ぱ
、
前
述
し
た
損
害
賠
償
、
不
正
競
雫
行
爲
の
差
止
及
び
信
用
同
復
庭
置
の
講
求
を
な

す
こ
と
が
で
き
な
い
（
三
條
）
。
工
業
所
有
椹
保
護
同
盟
條
約
第
二
條
に
よ
れ
ば
、
同
盟
加
入
國
の
國
民
は
内
國
人
と
同
様
の
保
護
が
與
え
ら
れ
、
叉

第
三
條
に
よ
れ
ば
同
盟
に
加
入
し
て
い
な
い
國
の
國
民
で
あ
つ
て
も
、
同
盟
加
入
國
の
領
域
内
に
佳
所
又
は
螢
業
所
を
も
つ
者
は
同
盟
加
入
國
の

國
民
に
準
す
る
も
の
と
さ
れ
、
從
つ
て
内
國
人
と
同
様
な
保
護
が
與
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
條
は
ご
れ
ら
の
要
件
に
該
當
し

な
い
外
國
人
は
、
本
法
第
一
條
の
三
種
の
講
求
構
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
商
品
の
普
通
名
詞
若
し
く
は
取
引
上
普
通
に
同
種
の
商
品
に
慣
用
さ
れ
る
地
名
そ
の
他
の
表
示
を
使
用
す
る
行
爲
又
は
こ
れ
を
使

用
し
た
商
品
を
販
費
援
布
す
る
行
爲
及
び
取
引
上
普
通
に
同
種
の
醤
業
に
慣
用
さ
れ
る
名
構
そ
の
他
の
表
示
を
使
用
す
る
行
爲
に
は
本
法
第
一
條

の
適
用
が
な
く
（
二
條
）
、
從
つ
て
本
法
に
語
け
る
不
正
競
事
を
構
成
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
橦
類
の
商
品
標
章
は
商
品
の
普
通
名
詞
叉
は
地

名
そ
の
他
の
丈
字
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
叉
繍
叢
、
省
儀
或
は
特
定
の
個
人
名
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
取
引
上
普
通
に
同
種
の
商
品
或

は
螢
業
に
慣
用
さ
れ
る
た
め
商
品
標
章
と
し
て
の
特
質
を
失
つ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
法
律
で
特
別
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

由
が
な
い
の
で
、
本
條
に
例
外
的
な
規
定
を
設
け
た
わ
け
で
あ
る
。
更
に
特
許
法
、
實
用
新
案
法
、
意
匠
法
叉
は
商
標
法
に
よ
つ
て
穰
利
の
行
使



と
認
め
ら
れ
る
行
爲
に
は
、
本
法
第
一
條
第
一
項
第
一
號
乃
至
第
三
號
の
適
用
が
な
く
（
六
條
）
、
原
則
と
し
て
不
正
競
雫
を
構
成
し
な
い
こ
と
も

看
過
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
こ
で
誤
つ
て
登
録
さ
れ
た
商
標
、
特
許
等
が
後
に
審
判
に
よ
つ
て
無
効
と
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
以
前
の
使
用
行
爲
は

本
法
の
不
正
競
孚
を
構
成
し
な
い
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。

（1）

堀
部
「
商
品
混
同
に
因
る
不
正
競
畢
を
論
ず
」
四
〇
ー
四
一
頁

第
三
節
　
不
正
競
孚
防
止
法
の
公
法
的
規
定

　
不
正
競
雫
防
止
法
の
公
法
的
規
定
は
第
四
條
及
ぴ
第
五
條
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
外
國
商
品
一
般
に
封
す
る
不
正
競
孚
帥
ち
國
際
的
不

正
競
孚
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
禁
止
さ
れ
る
行
爲
は
弐
の
三
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
「
外
國
ノ
國
ノ
紋
章
、
旗
章

其
ノ
他
ノ
徽
章
ニ
シ
テ
主
務
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
モ
ソ
ト
同
一
又
ハ
類
似
ブ
モ
ノ
ハ
其
ノ
國
ノ
當
該
官
聴
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
之
ヲ
商
標
ト
シ
テ
使
用

シ
叉
ハ
之
ヲ
商
標
ト
シ
テ
使
用
シ
タ
ル
商
品
ヲ
販
費
若
ハ
鑛
布
ス
ル
コ
ト
」
が
で
き
な
い
（
四
條
一
項
）
。
第
二
に
外
國
の
國
の
「
紋
章
ハ
其
ノ
國

ノ
當
該
官
廃
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
商
品
ノ
原
産
地
ノ
誤
認
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
方
法
二
依
リ
取
引
上
之
ヲ
使
用
シ
叉
ハ
之
ヲ
使
用
シ
タ
ル
商
品
ヲ
販
費
若

ハ
接
布
ス
ル
コ
ト
」
が
で
き
な
い
（
四
條
二
項
）
。
第
三
に
「
外
國
ノ
官
ノ
監
督
用
又
ハ
誼
明
用
ノ
印
章
叉
ハ
記
號
ニ
シ
テ
主
務
大
臣
ノ
指
定
ス
ル

モ
ノ
ト
同
一
又
ハ
類
似
ノ
モ
ノ
ハ
其
ノ
國
ノ
當
該
官
聴
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
之
ヲ
同
一
若
ハ
類
似
ノ
商
品
ノ
商
標
ト
シ
テ
使
用
シ
又
ハ
之
ヲ
使
用
シ

タ
ル
商
品
ヲ
販
費
若
ハ
擾
布
ス
ル
コ
ト
」
が
で
き
な
い
（
四
條
三
項
）
。
た
だ
そ
の
例
外
と
し
て
「
帝
國
ノ
紋
章
、
旗
章
其
ノ
他
ノ
徽
章
又
ハ
官
ノ

監
督
用
若
ハ
詮
明
用
ノ
印
章
若
ハ
記
號
ノ
使
用
ノ
許
可
ヲ
當
該
官
臆
ヨ
リ
受
ケ
タ
ル
・
ト
キ
ハ
外
國
ノ
國
ノ
紋
章
、
旗
章
其
ノ
他
ノ
徽
章
叉
ハ
官
ノ

監
督
用
若
ハ
詮
明
用
ノ
印
章
若
ハ
記
號
ト
同
一
又
ハ
類
似
ノ
モ
ノ
ナ
ル
場
合
ト
錐
モ
」
す
れ
を
商
標
と
し
て
使
用
し
或
け
商
品
の
原
産
地
の
誤
認

を
生
ぜ
し
め
る
方
法
に
よ
り
取
引
上
こ
れ
を
使
用
し
又
は
こ
れ
を
使
用
し
た
商
品
を
販
費
若
し
く
ば
撞
布
す
る
ご
と
が
で
き
る
（
四
條
四
項
）
。
そ

　
　
　
不
正
競
雫
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
四
四
三
）



　
　
　
　
不
正
競
璽
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ハ
　
　
（
四
四
四
）

し
て
こ
れ
ら
の
三
種
の
禁
止
行
爲
を
な
し
た
者
は
千
圓
以
下
の
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
（
五
條
）
。
な
お
こ
れ
ら
の
禁
止
規
定
は
特
許
法
、
實
用
新
案

法
、
意
匠
法
叉
は
商
標
法
に
よ
つ
て
権
利
の
行
使
と
認
め
ら
れ
る
行
爲
に
は
適
用
が
な
い
こ
と
（
六
條
）
ほ
私
法
的
規
定
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

附
鋒
第
一

　
　
　
明
治
四
十
四
年
の
法
案

第
一
條
他
人
ノ
商
品
ト
冨
別
ス
ヘ
キ
特
別
ノ
標
識
ト
シ
テ
關
係
取
引
者
間
こ
於
テ
認
メ
ラ
レ
タ
ル
商
品
ノ
特
別
ナ
ル
容
器
、
包
装
等
ヲ
使
用
ス
ル
者
ハ
讐
業
上

　
欺
蹄
ノ
目
的
ノ
爲
同
一
若
ハ
類
似
ノ
標
識
ヲ
使
用
シ
又
ハ
誉
業
上
欺
備
ノ
目
的
ノ
爲
其
ノ
商
品
ヲ
販
費
若
ハ
績
布
ス
ル
者
二
封
シ
其
ノ
標
識
ノ
使
用
叉
ハ
其
ノ

　
商
品
ノ
販
費
若
ハ
接
布
ノ
停
止
及
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
條
　
前
條
ノ
規
定
ハ
他
ノ
商
品
卜
逼
別
ス
ヘ
キ
特
別
ノ
標
識
ト
シ
テ
關
係
取
引
者
間
二
於
テ
認
メ
ラ
レ
タ
ル
菅
利
ヲ
目
的
ト
セ
サ
ル
業
務
二
係
ル
商
品
ノ
容

　
器
、
包
装
等
二
之
ヲ
準
用
ス

第
三
條
　
欺
瞳
ノ
目
的
ノ
爲
多
数
人
二
封
シ
帝
國
再
二
供
給
ス
ル
商
品
ノ
性
質
、
製
造
方
法
、
仕
入
先
、
産
地
、
褒
賞
其
ノ
他
醤
業
上
ノ
事
項
こ
付
特
二
利
盆
ア

　
リ
ト
認
メ
シ
ム
ヘ
キ
不
實
ナ
ル
事
實
上
ノ
表
示
ヲ
爲
ス
者
及
欺
嚇
ノ
目
的
ノ
爲
其
ノ
表
示
ヲ
有
ス
ル
商
品
ヲ
販
費
若
ハ
横
布
ス
ル
者
二
封
シ
同
一
若
ハ
類
似
ノ

　
商
品
‘
係
ル
醤
業
者
ハ
其
ノ
表
示
又
ハ
，
其
ノ
商
品
刀
販
實
若
ハ
横
布
ノ
停
止
及
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
前
項
ノ
規
定
ハ
誉
業
的
勢
務
二
關
ス
ル
不
實
ノ
表
示
二
之
ヲ
準
用
ス

第
四
條
　
誉
業
上
ノ
利
釜
ノ
保
護
ヲ
目
的
ト
ス
ル
團
髄
ハ
前
條
二
依
ル
不
實
ノ
表
示
停
止
ノ
請
求
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
但
シ
其
ノ
名
ヲ
以
テ
訴
ヲ
起
シ
又
ハ
訴
ヲ
受

　
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
者
ハ
跳
ノ
限
ニ
ア
ラ
ス

第
五
條
　
商
品
ノ
産
地
、
生
産
者
、
製
造
者
又
ハ
加
工
者
ノ
氏
名
、
名
稔
、
商
號
等
　
付
不
實
ノ
表
示
ヲ
有
ス
ル
外
國
商
品
ハ
帝
國
内
｝
一
輸
入
ノ
際
利
害
關
係
人

　
ノ
講
求
昌
依
リ
税
蘭
官
吏
二
於
テ
其
ノ
輸
入
禁
止
、
差
押
叉
ハ
没
牧
ヲ
爲
ス
ヘ
シ
但
シ
利
害
關
係
人
ノ
請
求
　
依
ル
場
合
二
於
テ
ハ
相
當
ノ
保
謹
金
ヲ
供
託
セ

　
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　
前
項
ノ
虎
分
二
關
シ
テ
ハ
關
税
二
關
ス
ル
犯
則
事
件
ノ
調
査
及
虚
分
ノ
例
二
依
ル

第
六
條
　
自
已
ノ
氏
名
、
名
稀
、
商
號
又
ハ
他
人
ノ
讐
業
卜
隔
別
ス
ヘ
キ
特
別
ノ
設
備
ト
シ
テ
關
係
取
引
者
問
二
於
テ
認
メ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
使
用
ス
ル
者
ハ
之

　
ト
混
同
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
讐
業
上
欺
哺
ノ
目
的
ヲ
以
テ
使
用
ス
ル
者
二
封
シ
其
ノ
使
用
ノ
停
止
及
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得



第
七
條
　
競
争
ノ
目
的
ノ
爲
他
人
ノ
誉
業
上
ノ
信
用
又
ハ
業
務
ヲ
害
ス
ヘ
キ
事
實
ヲ
流
布
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
之
二
因
リ
テ
損
害
ヲ
受
ケ
若
ハ
受
ク
ル
虞
ア
ル
管

　
業
者
ハ
其
ノ
流
布
ノ
停
止
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
前
項
ノ
場
合
二
於
テ
被
害
者
ハ
其
ノ
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
加
害
者
力
其
ノ
事
實
ノ
眞
實
ナ
ル
コ
ト
ヲ
謹
明
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
こ
在

　
ラ
ス

第
八
條
　
雛
形
、
見
本
、
製
造
法
其
ノ
勉
技
術
上
ノ
秘
密
ヲ
業
務
上
信
託
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
故
ナ
ク
漏
泄
又
ハ
利
用
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
被
害
者
ハ
之
昌
因
リ
テ
蛋
シ
タ

　
ル
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
九
條
　
管
業
上
ノ
被
用
者
ニ
シ
テ
自
己
若
ハ
他
人
ヲ
利
シ
叉
ハ
使
用
者
ヲ
害
ス
ル
目
的
ノ
爲
其
ノ
委
任
又
ハ
雇
傭
二
因
リ
信
託
セ
ラ
レ
叉
ハ
知
得
タ
ル
讐
業
上

　
ノ
秘
密
ヲ
委
任
又
ハ
雇
傭
ノ
維
績
中
漏
泄
シ
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
被
害
者
ハ
之
二
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
損
害
ゾ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
前
項
ノ
規
定
ハ
業
務
上
ノ
被
用
者
ニ
シ
テ
前
條
晶
規
定
シ
タ
ル
使
用
者
ノ
業
務
上
ノ
秘
密
ヲ
漏
泄
又
ハ
利
用
シ
タ
ル
場
合
二
之
ヲ
準
用
ス

第
＋
條
　
公
ノ
秩
序
若
ハ
善
良
ノ
風
俗
二
反
ス
ル
行
爲
二
依
リ
知
得
タ
ル
前
二
條
ノ
警
業
上
又
ハ
技
術
上
ノ
秘
密
ヲ
故
ナ
ク
漏
泄
又
ハ
利
用
シ
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ

　
亦
前
條
二
同
シ

第
＋
一
條
偶
計
若
ハ
威
力
ヲ
用
ヒ
又
ハ
贈
物
其
ノ
他
ノ
利
盆
ヲ
提
供
若
ハ
約
束
シ
弛
人
ノ
管
業
上
ノ
被
用
者
ヲ
シ
テ
其
ノ
使
用
契
約
ヲ
解
除
叉
ハ
其
履
行
ヲ
怠

　
シ
メ
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
被
害
者
ハ
之
二
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
＋
二
條
　
管
業
上
ノ
被
用
者
力
第
一
條
、
第
二
條
、
第
三
條
、
第
六
條
叉
ハ
第
七
條
二
規
定
シ
タ
ル
行
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
使
用
者
・
昌
封
シ
テ
モ
亦
其

　
ノ
行
爲
ノ
停
止
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
＋
三
條
　
左
ノ
各
號
ノ
一
二
該
當
ス
ル
者
ハ
ニ
年
以
下
ノ
懲
役
叉
ハ
千
圓
以
下
ノ
罰
金
二
虎
ス

　
一
　
第
一
條
、
第
二
條
二
規
定
シ
タ
ル
不
法
行
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
者

　
二
　
第
三
條
こ
規
定
シ
タ
ル
不
法
行
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
者

　
三
　
第
＋
一
條
二
規
定
シ
タ
ル
不
法
行
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
者

第
十
四
條
　
競
婁
ノ
目
的
ノ
爲
他
人
ノ
管
業
上
ノ
信
用
又
ハ
業
務
ヲ
害
ス
ヘ
キ
不
實
ノ
事
項
ヲ
流
布
シ
タ
ル
者
ハ
三
年
以
下
ノ
懲
役
叉
ハ
千
圓
以
下
ノ
罰
金
こ
塵

　
ス
第
十
五
條
　
第
八
條
、
第
九
條
又
ハ
第
＋
條
二
規
定
シ
タ
ル
不
法
行
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
者
ハ
五
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
千
圓
以
下
ノ
罰
金
轟
虚
ス

第
＋
六
條
　
菅
業
上
ノ
被
用
者
ニ
シ
テ
其
ノ
業
務
昌
闘
シ
第
一
條
、
第
二
條
、
第
三
條
、
第
七
條
、
第
八
條
、
第
＋
條
叉
ハ
第
十
一
條
ノ
不
法
行
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル

　
場
合
二
於
テ
ハ
其
ノ
事
實
ヲ
知
リ
タ
ル
使
用
者
叉
ハ
其
ノ
蒼
業
管
理
人
昌
封
シ
テ
モ
本
法
ノ
罰
則
ヲ
適
用
ス

　
　
不
正
競
畢
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
（
四
四
五
）



　
　
不
正
競
争
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
四
四
六
）

第
十
七
條
　
未
成
年
者
又
ハ
禁
治
産
者
力
第
」
條
、
第
二
條
、
第
三
條
、
第
七
條
、
第
八
條
、
第
十
條
又
ハ
第
十
一
條
昌
規
定
シ
タ
ル
不
法
行
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
揚

　
合
　
於
テ
ハ
其
ノ
事
實
ヲ
知
リ
タ
ル
法
定
代
理
人
二
繋
シ
テ
モ
本
法
ノ
罰
則
ヲ
適
用
ス
但
シ
替
業
二
付
成
年
者
卜
同
一
ノ
能
力
ヲ
有
ス
ル
未
成
年
者
力
不
法
行

　
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
此
ノ
限
ニ
ア
ラ
ス

第
＋
八
條
　
前
二
條
ノ
規
定
ハ
使
用
者
、
誉
業
管
理
人
又
ハ
法
定
代
理
人
力
不
正
行
使
ノ
制
止
二
付
相
當
ノ
虎
置
ヲ
爲
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ス

第
＋
九
條
　
本
法
二
依
ル
民
事
上
ノ
訴
訟
ハ
被
告
ノ
管
業
肝
ノ
所
在
地
ヲ
警
轄
ス
ル
裁
判
所
、
管
業
所
ナ
キ
ト
キ
ハ
其
ノ
佳
所
ヲ
有
ス
ル
地
ヲ
管
轄
ス
ル
裁
判

　
所
、
内
國
二
誉
業
所
及
佳
所
ヲ
有
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
被
告
ノ
現
在
地
ヲ
管
轄
ス
ル
裁
判
所
、
現
在
地
ノ
知
レ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
行
爲
ノ
ア
リ
タ
ル
地
ヲ
管
轄
ス
ル

　
裁
判
所
ノ
管
轄
二
專
匿
脚
ス

第
二
＋
條
　
本
法
二
依
ル
不
法
行
爲
ノ
停
止
講
求
権
保
全
ノ
爲
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
民
事
訴
訟
法
第
七
百
五
＋
五
條
叉
ハ
第
七
百
六
＋
條
『
一
規
定
ス
ル
條
件
ヲ
具
備

　
セ
サ
ル
場
合
ト
錐
モ
假
虎
分
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
急
迫
ナ
ル
揚
合
二
於
テ
ハ
不
法
行
爲
ノ
了
リ
タ
ル
地
ヲ
管
轄
ス
ル
鼠
裁
判
所
ハ
假
虜
分
ノ
當
否
二
付
テ
ノ
ロ

　
頭
辮
論
ノ
爲
本
案
ノ
管
轄
裁
列
班
二
相
手
方
ヲ
呼
出
ス
ヘ
キ
申
立
ノ
期
問
ヲ
定
メ
假
虚
分
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
＋
一
條
　
本
法
二
規
定
シ
タ
ル
不
法
行
爲
ノ
停
止
又
ハ
損
害
賠
償
ノ
請
求
椹
ハ
請
求
椹
者
叉
ハ
其
ノ
法
定
代
理
人
力
不
法
行
爲
及
加
害
者
ヲ
知
リ
タ
ル
時
ヨ

　
リ
一
年
問
之
ヲ
行
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
時
敷
二
因
リ
澗
滅
ス
不
法
行
爲
ノ
時
ヨ
リ
五
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
亦
同
シ

第
二
十
二
條
　
第
＋
三
條
第
一
號
、
第
三
號
又
ハ
第
十
五
條
二
規
定
シ
タ
ル
罪
ハ
告
訴
ヲ
待
テ
之
ヲ
論
ス

　
　
菅
業
上
ノ
利
盆
ノ
保
護
ヲ
目
的
ト
ス
ル
團
髄
ハ
第
＋
三
條
第
二
號
ノ
罪
二
付
告
訴
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
但
シ
其
ノ
名
ヲ
以
テ
訴
ヲ
起
シ
又
ハ
訴
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

　
ヲ
得
サ
ル
者
ハ
此
ノ
限
晶
ア
ラ
ス

第
二
士
一
一
條
　
本
法
二
依
ル
不
法
行
爲
ノ
停
止
又
ハ
損
害
賠
償
ノ
判
決
ヲ
爲
ス
場
合
晶
於
テ
ハ
當
事
者
ノ
請
求
『
一
依
り
其
ノ
判
決
二
於
テ
敗
訴
者
ノ
費
用
ヲ
以
テ

　
判
決
ノ
要
領
ヲ
公
告
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
公
告
ノ
方
法
及
期
間
ハ
判
決
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
二
＋
四
條
　
外
國
人
ニ
シ
テ
帝
國
内
二
住
所
叉
ハ
誉
業
所
ヲ
有
セ
サ
ル
者
ハ
條
約
二
規
定
ア
ル
揚
合
ノ
外
本
法
二
依
ル
保
護
ヲ
享
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
＋
五
條

第
二
＋
六
條

附
　
　
　
　
則

本
法
ハ
明
治
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

本
法
施
行
前
三
年
以
前
ヨ
リ
爲
ス
第
一
條
、
第
二
條
又
ハ
第
六
條
二
規
定
ス
ル
不
法
行
爲
二
封
シ
テ
ハ
本
法
ノ
規
定
ヲ
適
用
セ
ス



附
録
第
二

　
　
　
大
正
十
五
年
の
法
案

第
一
條
　
商
品
ノ
生
産
、
製
造
、
販
責
ソ
ノ
他
取
扱
ヲ
業
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
ソ
ノ
商
品
二
關
シ
取
引
上
廣
ク
認
識
セ
ラ
ル
ル
氏
名
、
名
稽
、
商
號
、
商
標
、
容
器
、

　
包
装
ソ
ノ
他
自
己
ノ
商
品
タ
ル
コ
ト
ヲ
示
ス
表
示
卜
同
一
又
ハ
類
似
ノ
モ
ノ
ヲ
使
用
シ
、
又
ハ
コ
レ
ヲ
使
用
セ
ル
商
品
ヲ
販
喪
若
ク
ハ
捜
布
シ
テ
商
品
ノ
混
同

　
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
封
シ
ソ
ノ
使
用
又
ハ
販
寅
若
ク
ハ
搬
布
ヲ
止
ム
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
不
正
競
璽
ノ
目
的
ヲ
以
テ
前
項
ノ
混
同
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
こ
封
シ
ソ
ノ
使
用
又
ハ
販
賓
若
ク
ハ
捜
布
ヲ
止
ム
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
不
正
競
争
ノ
目
的
ヲ
以
テ
前
項
ノ
混
同
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
封
シ
テ
ハ
損
害
ノ
賠
償
若
ク
ハ
混
同
二
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
結
果
ヲ
除
却
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル

　
虎
置
ヲ
モ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
條
　
商
品
ノ
生
産
、
製
造
、
販
賓
ソ
ノ
他
取
扱
ヲ
業
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
業
務
上
ノ
利
益
ヲ
圖
ル
目
的
ヲ
以
テ
自
己
ノ
商
品
ノ
信
用
ヲ
害
ス
ヘ
キ
虚
傭
ノ
風
読
ヲ

　
流
布
ス
ル
モ
ノ
　
封
シ
ソ
ノ
行
爲
ノ
停
止
、
損
害
ノ
賠
償
叉
ハ
信
用
ヲ
回
復
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
虎
置
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
三
條
　
商
品
二
虚
循
ノ
原
産
地
ノ
表
示
ヲ
爲
シ
又
ハ
之
ヲ
爲
シ
タ
ル
商
品
ヲ
販
質
若
ク
ハ
撞
布
シ
テ
原
産
地
ノ
誤
認
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
利
害
關

　
係
者
ハ
其
モ
ノ
ニ
封
シ
其
行
爲
ヲ
止
ム
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
不
正
競
雫
ノ
目
的
ヲ
以
テ
前
項
ノ
誤
認
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
昌
封
シ
テ
ハ
損
害
ノ
賠
償
又
ハ
原
産
地
ノ
誤
認
ヲ
除
却
ス
ル
昌
必
要
ナ
ル
虜
置
ヲ
モ
請
求
ス

　
ル
コ
ト
ヲ
得

第
四
條
　
工
業
所
有
椹
保
護
同
盟
條
約
國
ノ
壌
ノ
紋
章
旗
章
其
他
ノ
徽
章
卜
同
一
又
ハ
類
似
ノ
モ
ノ
ハ
其
國
ノ
當
該
官
廉
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
商
標
ト
シ
テ
コ
レ
ヲ

　
使
用
シ
又
ハ
コ
レ
ヲ
使
用
セ
ル
商
品
ヲ
販
費
若
ク
ハ
搬
布
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　
　
條
約
國
ノ
國
ノ
紋
章
ハ
其
國
ノ
當
該
官
廃
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
コ
レ
ヲ
商
品
ノ
混
同
叉
ハ
誤
認
ヲ
生
セ
シ
ム
ヘ
キ
前
項
以
外
ノ
方
法
　
ヨ
リ
業
務
上
使
用
シ
叉

　
ハ
コ
レ
ヲ
使
用
セ
ル
商
品
ヲ
販
費
若
ク
ハ
接
布
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　
　
條
約
國
二
於
テ
監
督
用
又
ハ
謹
明
用
轟
供
ス
ル
官
ノ
記
號
又
ハ
刻
印
ト
同
一
叉
ハ
類
似
ノ
モ
ノ
ハ
其
國
ノ
當
該
官
臆
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
商
標
ト
シ
テ
コ
レ
ヲ

　
使
用
シ
又
ハ
コ
レ
ヲ
使
用
セ
ル
商
品
ハ
販
賓
若
ク
ハ
捜
布
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　
　
帝
國
ノ
國
ノ
紋
章
旗
章
其
他
ノ
徽
章
又
ハ
官
ノ
監
督
用
若
ク
ハ
謹
明
用
ノ
記
號
若
ク
ハ
刻
印
ノ
使
用
ノ
許
可
ヲ
當
該
官
臆
ヨ
リ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
條
約
國
ノ

　
國
ノ
紋
章
旗
章
其
他
ノ
徽
章
叉
ハ
官
ノ
監
督
用
若
ク
ハ
謹
明
用
ノ
記
號
若
ク
ハ
刻
印
ト
同
一
又
ハ
類
似
ノ
モ
ノ
ナ
ル
場
合
ト
錐
モ
コ
レ
ヲ
使
用
シ
又
ハ
コ
レ
ヲ

　
使
用
セ
ル
商
品
ヲ
販
蜜
若
ク
ハ
撞
布
ス
ル
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス

第
五
條
　
前
條
第
一
項
乃
至
第
三
項
ノ
國
ノ
紋
章
旗
章
其
他
ノ
徽
章
虹
二
官
ノ
記
號
又
ハ
刻
印
ハ
商
工
大
臣
コ
レ
ヲ
指
定
ス

　
　
不
正
競
争
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
（
四
四
七
）



　
　
不
正
競
璽
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
四
四
八
）

第
六
條
　
第
四
條
第
一
項
乃
至
第
三
項
ノ
規
定
二
違
反
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
千
圓
以
下
ノ
罰
金
昌
虎
ス

第
七
條
　
第
一
條
、
第
三
條
及
ヒ
第
四
條
第
隔
項
乃
至
第
三
項
ノ
規
定
ハ
特
許
法
、
實
用
新
案
法
、
意
匠
法
叉
ハ
商
標
法
ニ
ョ
ル
椹
利
ノ
行
使
ト
認
メ
ラ
ル
ル
揚

　
へ
n
一
殉
ハ
コ
レ
ヲ
適
用
セ
ス

　
　
　
　
　
　
附
　
　
　
　
則

本
法
施
行
ノ
期
日
ハ
勅
令
ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ
定
ム

附
線
第
三

　
　
　
不
正
競
事
防
止
法
中
改
正
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
三
年
三
月
七
日
法
律
第
二
號

不
正
競
曾
防
止
法
中
左
ノ
通
改
正
ス

第
一
條
第
一
項
第
三
號
中
「
商
品
」
ラ
「
菅
業
上
」
二
改
メ
同
號
ヲ
第
四
號
ト
シ
同
項
第
二
號
ヲ
第
三
號
ト
シ
同
項
第
一
號
ノ
次
二
左
ノ
一
號
ヲ
加
フ

　
ニ
　
本
法
施
行
ノ
地
域
内
晶
於
テ
取
引
上
廣
ク
認
識
セ
ラ
ル
ル
他
人
ノ
氏
名
、
商
號
、
標
章
其
飽
他
人
ノ
膏
業
タ
ル
コ
ト
ヲ
示
ス
表
示
ト
同
一
叉
ハ
類
似
ノ
モ

　
ノ
ヲ
使
用
シ
テ
他
人
ノ
誉
業
上
ノ
施
設
叉
ハ
活
動
争
混
同
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
行
爲

　
　
同
條
第
三
項
中
「
第
三
號
」
ヲ
「
第
四
號
」
二
、
「
商
品
」
ヲ
「
管
業
上
」
二
改
ム

第
二
條
中
「
適
用
セ
ズ
」
ノ
下
　
「
取
引
上
普
通
二
同
種
ノ
蒼
業
二
慣
用
セ
ラ
ル
ル
名
稽
其
ノ
他
ノ
表
示
ヲ
使
用
ス
ル
行
爲
二
付
亦
同
ジ
」
ヲ
加
フ

第
六
條
中
「
第
一
號
第
二
號
」
ヲ
「
第
一
號
乃
至
第
三
號
」
二
改
ム

　
　
　
　
　
　
背
　
　
　
　
　
　
贋

　
　
　
　
　
　
膨
P
　
　
　
　
　
　
　
目
ハ

本
法
施
行
ノ
期
日
ハ
勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム



第
四
章
　
狗
占
禁
止
法
に
お
け
る
不
公
正
な
競
争
方
法

第
一
節
　
不
正
競
雫
と
猫
占
禁
止
法
の
關
係

　
資
本
主
義
経
濟
が
自
由
資
本
主
義
維
濟
か
ら
拘
束
資
本
主
義
維
濟
の
段
階
を
経
て
、
濁
占
資
本
主
義
経
濟
へ
と
獲
達
す
る
に
從
つ
て
、
そ
こ
に

行
わ
れ
る
競
雫
の
自
由
も
衣
第
に
制
限
さ
れ
、
そ
の
競
孚
の
範
園
も
漸
茨
減
少
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
次
に
我
國
に
語
け
る

資
本
主
義
輕
濟
の
襲
達
に
關
蓮
し
て
と
の
問
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
資
源
の
貧
弱
と
い
う
致
命
的
な
歓
陪
を
も
つ
我
國
の
産
業
経
濟
が
、
近
代

資
本
主
義
艦
制
に
誇
け
る
後
進
性
を
急
速
に
除
去
し
て
外
國
資
本
に
封
抗
す
る
た
め
に
は
、
政
府
の
手
厚
い
保
護
と
監
督
と
を
必
要
と
す
る
も
の

で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
カ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
等
の
凋
占
腱
の
形
成
も
、
企
業
の
維
濟
的
要
求
に
よ
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
経
濟
外
的
な
國
防
上

の
要
請
に
感
す
る
手
段
と
し
て
行
わ
れ
、
國
家
は
濁
占
を
擁
護
す
る
法
律
を
制
定
し
て
こ
の
傾
向
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
と
う
し
た
特
異

な
輕
濟
髄
制
の
下
に
諭
い
て
は
、
経
濟
上
の
自
由
競
孚
の
理
念
は
十
分
に
成
長
せ
す
、
企
業
者
は
そ
の
自
律
性
を
敏
く
も
の
が
殆
ん
ど
大
部
分
で

あ
つ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
敗
戦
の
結
果
、
日
本
の
軍
需
産
業
力
を
徹
底
的
に
破
壌
す
る
と
い
う
蓮
合
國
の
管
理
方
針
に

ょ
つ
て
、
こ
れ
ま
で
経
濟
界
で
指
導
的
な
役
割
を
果
し
て
き
た
財
閥
は
解
髄
さ
れ
、
猫
占
を
擁
護
す
る
法
律
に
代
つ
て
新
し
く
猫
占
を
禁
止
す
る

法
律
が
制
定
さ
れ
、
失
わ
れ
た
自
由
競
孚
を
同
復
し
よ
う
と
す
る
革
命
的
な
韓
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
即
ち
蓮
合
國
は
日
本
輕
濟
の
管

理
に
あ
た
つ
て
「
民
主
主
義
的
基
礎
に
立
つ
て
組
織
さ
れ
た
勢
働
、
工
業
部
門
の
諸
組
織
の
稜
展
を
奨
働
支
持
し
、
生
産
及
び
取
引
手
段
の
所
有

並
ぴ
に
そ
の
牧
入
農
謡
雰
配
喜
藷
肇
隻
孕
る
」
ご
髪
目
的
と
し
（
坐
㌍
軌
粧
雛
骸
轟
け
）
、
蕩
馨
窪
認
、

農
地
改
革
と
共
に
、
企
業
に
つ
い
て
は
先
す
凱
存
の
財
閥
を
解
艦
し
、
將
來
に
向
つ
て
は
「
私
的
濁
占
及
び
取
引
の
制
限
、
好
ま
し
く
な
い
役
員

　
　
　
不
正
競
畢
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
（
四
四
九
）



　
　
　
不
正
競
争
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
　
　
　
（
四
五
〇
）

兼
任
關
係
、
好
ま
し
く
む
い
會
肚
相
互
間
の
謹
券
保
有
關
係
を
除
去
並
び
に
防
止
し
、
商
業
、
工
業
及
び
農
業
か
ら
の
銀
行
業
の
分
離
を
確
保

し
、
民
主
主
義
的
基
礎
に
立
つ
て
工
業
、
商
業
、
金
融
業
及
び
農
業
に
語
け
る
競
雫
の
李
等
な
機
會
を
商
肚
及
び
個
人
に
與
え
る
法
律
」
を
制
定

畜
よ
畠
指
令
し
て
晃
（
醐
編
胞
除
蘇
蕪
會
）
．
こ
の
う
ち
漿
に
碧
て
呆
醤
の
塁
砦
覆
し
ξ
と
す
垂
讐
、
そ

の
響
年
喫
昭
塑
主
缶
月
に
「
私
的
響
の
禁
止
及
び
公
叢
引
の
確
径
關
す
垂
律
」
（
饗
陀
．
四
．
一
四
）
と
し
て
制
定
さ
れ
る

　
　
（
1
）

に
至
つ
た
。
、
こ
の
法
律
は
一
般
に
は
凋
占
禁
止
法
と
呼
ば
れ
、
立
法
技
術
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
即
ち
千
八
百
九
十
年
の
シ
ャ
ー
マ

ン
法
、
千
九
百
十
四
年
の
ク
レ
イ
ト
ン
法
及
び
蓮
邦
取
引
委
員
會
法
等
の
諸
規
定
と
そ
の
運
用
の
成
果
を
参
照
L
、
更
に
千
九
百
三
十
八
年
に
設

け
ら
れ
た
臨
時
全
國
経
濟
委
員
會
の
鋤
告
を
も
探
り
入
れ
た
も
の
で
、
そ
の
法
律
は
事
業
活
動
の
公
正
か
つ
自
由
な
競
雫
を
確
保
し
、
國
民
維
濟

の
民
主
的
で
健
全
な
稜
達
を
促
進
す
る
ご
と
を
究
極
の
目
的
と
し
て
、
そ
の
障
碍
と
な
る
一
切
の
不
當
な
制
限
、
拘
束
を
排
除
し
、
濁
占
艦
の
襲

生
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
劃
期
的
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
つ
た
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
自
由
な
競
孚
へ
の
途
を
開
く
と
い
う
こ
と
は
、
當
然
そ
と
に
手
段
方
法
を
選
ば
な
い
激
し
い
競
孚
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
豫
想
で
き
る
か
ら
、
自
由
な
競
雫
を
理
想
と
し
て
掲
げ
る
な
ら
ば
、
同
時
に
そ
の
競
孚
方
法
が
公
正
で
あ
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ぱ
不
公
正

な
競
孚
方
法
を
避
け
る
ぺ
き
こ
と
を
彊
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
凋
占
禁
止
法
は
不
公
正
な
競
孚
方
法
に
關
す
る
規

定
を
設
＠
て
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
不
公
正
な
競
孚
方
法
と
は
い
か
な
る
種
類
の
競
孚
方
法
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
前
述
し
た
不
正
競
孚
防
止
法
に
い
わ
ゆ
る
不
正
競
雫
と
は
い
か
な
る
關
係
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、
醤
業
上
の
不
正
競
孚
と
は
そ
の
取
引
肚
會
に
語
け
る
道
徳
的
判
断
に
照
し
て
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
行
爲
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
す
し
も
不

法
な
競
雫
方
法
と
同
一
の
観
念
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
然
し
な
が
ら
不
正
競
雫
防
止
法
の
不
正
競
孚
と
凋
占
禁
止
法
の
不
公
正
な
競

争
方
法
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
現
在
の
取
引
肚
會
に
お
け
る
道
徳
的
判
断
に
照
し
て
、
い
い
か
え
れ
ぱ
反
倫
理
的
色
彩
の
濃
淡
の
黙
で
は
大
き

な
差
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
又
爾
者
が
不
法
な
競
孚
方
法
で
あ
る
と
い
う
黒
に
つ
い
て
も
何
等
異
る
と
ご
ろ
が
な
い
。
け
れ
ど
も
不
正
競
雫
防
止



満
の
封
象
と
な
つ
て
い
る
種
類
の
不
正
競
孚
は
一
般
的
に
は
弱
小
事
業
者
の
競
孚
方
法
で
あ
つ
て
、
同
法
に
ょ
つ
て
保
護
さ
れ
る
も
の
は
強
大
な

事
業
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
封
し
て
獅
占
禁
止
法
の
不
公
正
な
競
孚
方
法
は
む
し
ろ
反
封
の
關
係
に
立
つ
も
の
で

あ
る
。
即
ち
獅
占
禁
止
法
に
お
け
る
不
公
正
な
競
雫
方
法
（
毒
♂
冒
冨
9
ぎ
幽
亀
8
唐
冨
一
一
菖
自
）
と
い
う
観
念
は
、
前
述
し
た
ア
メ
リ
ヵ
の
蓮
邦

取
引
委
員
會
法
第
五
條
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
り
、
要
約
す
れ
ば
彊
大
な
経
濟
力
の
濫
用
に
よ
つ
て
弱
小
事
業
者
を
墜
迫
し
よ
う
と
す
る
種
類
の

競
孚
方
法
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
濁
占
禁
止
法
の
規
定
す
る
不
公
正
な
競
孚
方
法
は
、
不
正
競
雫
防
止
法
の
不
正
競
孚
（
昆
壁
ぼ

8
ヨ
冨
葺
一
8
）
と
は
匠
別
で
き
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
封
象
を
異
に
す
る
爾
者
は
理
論
的
に
は
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
猫
占
禁
止
法
に
お
け
る
不
公
正
な
競
孚
方
法
に
關
す
る
規
定
を
観
察
す
る
と
、
先
す
第
二
條
第
六
項
で
①
ボ
イ
コ
ッ
ト
⑧
差
別
封
債
③

不
當
廉
費
④
顧
客
彊
制
⑤
排
他
約
款
附
取
引
及
び
⑥
拘
束
約
款
附
取
引
を
不
公
正
な
競
孚
方
法
と
定
め
、
そ
の
他
ω
商
慣
脅
は
複
雑
で
あ
り
又

攣
化
し
易
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
業
者
の
意
見
を
聞
い
て
公
正
取
引
委
員
會
が
指
定
す
る
競
孚
方
法
を
も
こ
れ
に
加
え
て
弾
力
性
を
も
た
せ
て
い

る
。
女
に
第
十
九
條
は
事
業
者
が
こ
の
よ
う
な
不
正
公
な
競
孚
方
法
を
用
い
る
こ
と
を
禁
止
し
、
第
二
十
條
は
不
公
正
な
競
孚
方
法
を
用
い
た
者

に
封
し
て
、
公
正
取
引
委
員
會
が
審
決
の
手
綾
を
輕
て
差
止
を
命
す
る
こ
と
の
で
き
る
鮎
を
明
ら
か
起
し
て
い
る
外
、
第
六
十
七
條
は
緊
急
の
必

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
に
封
し
て
停
止
命
令
を
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
鮎
を
規
定
し
て
い
る
。
叉
第
二
十
五
條
は
不
公
正
な
競
孚
方
法
を

用
い
た
事
業
者
は
、
被
害
者
に
封
し
て
無
過
失
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
獅
占
禁
止
法
の
封
象
と
な
つ
て
い
る

こ
れ
ら
の
不
公
正
な
競
雫
方
法
め
多
く
は
、
彊
大
な
事
業
者
が
弱
小
事
業
者
を
墜
迫
す
る
場
合
に
用
い
る
毛
の
で
あ
る
が
、
時
に
は
封
等
の
事
業

者
間
に
語
い
て
或
は
弱
小
事
業
者
が
彊
大
な
事
業
者
と
競
雫
す
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
本
法
の
立
法
趣
旨
と

そ
の
全
膣
の
構
成
か
ら
観
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
競
雫
方
法
が
積
極
的
な
し
か
も
不
當
な
攻
撃
方
法
と
し
て
、
い
い
か
え
れ
ば
他
の
事
業
者
の
事

業
活
動
を
排
除
し
又
は
支
配
す
る
た
め
の
競
雫
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
猫
占
禁
止
法
に
語
い
て
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
特
定
の
競
孚
方
法
が
猫
占
禁
止
法
の
不
公
正
な
競
孚
方
法
に
該
當
す
る
か
否
か
の
判
断
の
塞
準
は
、
螢
業
上
の

　
　
　
不
正
競
箏
K
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
四
五
一
）



　
　
　
不
正
競
雫
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
四
五
二
）

不
正
競
孚
と
い
う
漢
然
と
し
た
観
念
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
私
的
獅
占
及
び
不
當
な
取
引
制
限
の
禁
止
と
い
う
獅
占
禁
止
法
の
二

つ
の
中
心
概
念
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ω
　
猫
占
禁
止
法
の
制
定
事
情
に
つ
い
て
は
「
昭
和
二
＋
三
年
度
公
正
取
引
萎
員
會
年
次
報
告
」
一
－
五
頁
に
詳
細
な
解
説
が
あ
る
。

第
二
節
　
不
公
正
な
競
雫
方
法
に
關
す
る
規
定

第
一
項
不
公
正
な
競
雫
方
法
の
成
立
要
件

e
量
観
的
要
件

　
濁
占
禁
止
法
に
語
け
る
不
公
正
な
競
孚
方
法
が
成
立
す
る
た
め
に
は
何
等
の
主
観
的
要
件
を
必
要
と
し
て
い
な
い
（
二
條
六
項
）
。
こ
の
こ
と
は

前
述
し
た
よ
う
に
不
正
競
孚
防
止
法
の
不
正
競
孚
が
「
不
正
ノ
競
孚
ノ
目
的
」
を
も
つ
て
な
さ
れ
た
場
合
に
の
み
成
立
す
る
こ
と
、
及
び
本
法
が

不
公
正
な
競
孚
方
法
を
用
い
た
事
業
者
に
無
過
失
賠
償
責
任
を
負
わ
せ
た
こ
と
と
關
蓮
し
て
、
十
分
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
黙
で
あ
ろ

う
Q⇔

客
凱
的
要
件

　
狸
占
禁
止
法
で
不
公
正
な
競
孚
方
法
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
次
の
七
種
の
行
爲
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
い
す
れ
に
も
該
當
し
な
い
競
孚
方
法

は
本
法
の
不
公
正
な
競
孚
方
法
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
各
個
の
行
爲
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

・
①
　
ボ
イ
コ
ッ
ト
　
　
「
他
の
事
業
者
か
ら
不
當
に
物
資
、
資
金
そ
の
他
の
経
濟
上
の
利
釜
の
供
給
を
受
け
す
、
叉
は
他
の
事
業
者
に
封
し
不



當
に
物
資
、
費
金
そ
の
他
の
維
濟
上
の
利
釜
を
供
給
し
な
い
こ
と
」
（
二
條
六
項
一
號
）
が
不
公
正
な
競
雫
方
法
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
種
類
の
行
爲
は
通
常
ボ
イ
コ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
例
え
ば
同
業
者
の
大
部
分
が
贋
格
カ
ル
テ
ル
叉
は
地
域
カ
ル
テ
ル
を
形
成
し

た
場
合
、
そ
の
協
定
債
格
以
下
で
販
費
し
叉
は
割
當
地
域
外
に
商
品
を
販
費
し
た
者
に
封
し
て
、
カ
ル
テ
ル
参
加
者
の
全
部
が
取
引
を
拒
絶
す
る

場
合
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
國
民
経
濟
の
民
主
的
で
健
全
な
襲
達
を
促
進
す
る
た
め
に
自
由
競
孚
を
確
保
す
る
こ
と
が
凋
占
禁
止

法
の
目
的
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
は
取
引
の
相
手
方
、
憤
格
、
時
期
、
條
件
等
は
原
則
と
し
て
事
業
者
の
自
由
な
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
あ
る
事
業
者
が
他
の
特
定
の
事
業
者
か
ら
物
資
の
供
給
を
受
け
な
か
つ
た
り
、
叉
は
他
の
特
定
の
事
業
者
に
封
し
て
資
金
の

供
給
を
拒
否
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
濁
占
禁
止
法
に
抵
鰯
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
む
し
ろ
競
孚
市
場
に
語
い

て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
多
く
の
取
引
關
係
が
創
設
さ
れ
又
塵
棄
さ
れ
な
が
ら
、
能
率
の
す
ぐ
れ
た
供
給
者
の
み
が
残
存
し
、
消
費
者
に
良
質
で
廉

債
な
商
品
を
豊
富
に
供
給
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
私
的
企
業
の
自
由
競
孚
に
放
任
す
る
こ
と
の
み
に
よ
つ
て
は
、
こ

の
よ
う
な
理
想
歌
態
を
實
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
凋
占
禁
止
法
に
一
方
に
語
い
て
は
自
由
競
孚
へ
の
途
を
開
か
せ
る
と
同

時
に
、
他
方
に
語
い
て
私
的
濁
占
、
不
當
な
取
引
制
限
及
び
不
公
正
な
競
雫
方
法
を
禁
止
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
．
そ
こ
で
特
定
の
事
業
者
と
の

取
引
拒
否
に
關
す
る
本
號
の
場
合
に
冷
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
競
孚
方
法
が
「
不
當
に
」
用
い
ら
れ
た
場
合
、
い
い
か
え
れ
ば
前
述
し
た
能
牽
競

雫
の
原
則
に
反
し
て
行
わ
れ
た
場
合
に
初
め
て
不
公
正
な
競
雫
方
法
ど
し
て
禁
止
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
不
當
に
」

と
い
う
言
葉
は
、
猫
占
禁
止
法
の
他
の
多
く
の
條
文
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
内
容
を
具
艦
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
本
法
に
お
け
る
二
つ
の
中
心
概
念
で
あ
る
私
的
猫
占
及
び
不
當
な
取
引
制
限
と
關
蓮
し
て
判
噺
さ
勉
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
既
に
指

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
叉
本
號
で
「
物
資
、
資
金
そ
の
他
の
経
濟
上
の
利
釜
」
と
い
う
の
は
、
物
資
、
資
金
の
外
螢
務
、
講
負
、
蓮
逡
、
保
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

等
事
業
活
動
に
必
要
で
あ
り
叉
経
濟
的
意
義
の
あ
る
一
切
の
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
つ
て
、
本
法
の
他
の
條
文
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
特

に
但
書
の
な
い
場
合
に
は
こ
れ
と
同
意
義
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
本
號
そ
の
他
の
不
公
正
な
競
雫
方
法
の
行
爲
主
艦
は
事
業

　
　
　
不
正
競
璽
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
（
四
五
三
）



　
　
　
不
正
競
璽
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　
（
四
五
四
）

者
で
あ
る
か
ら
、
消
費
者
が
そ
の
立
場
を
擁
護
す
る
た
め
に
各
個
に
行
う
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
勢
働
組
合
が
孚
議
戦
術
と
し
て
行
う
ボ
イ
コ
ッ
ト
等
は

そ
の
封
象
に
は
な
ら
な
い
。

　
吻
　
差
別
封
慣
　
　
「
不
當
な
差
別
封
債
を
以
て
、
物
資
、
資
金
そ
の
他
の
維
濟
上
の
利
釜
を
供
給
す
る
こ
と
」
（
二
條
六
項
二
號
）
が
不
公
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
競
孚
方
法
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
彊
大
な
事
業
者
が
自
己
と
競
孚
關
係
に
あ
る
特
定
の
弱
小
事
業
者
を
堅
倒
す
る
た
め
に
、
一

時
的
に
一
地
方
に
限
つ
て
極
め
て
大
量
の
商
品
を
廉
費
す
る
こ
と
、
或
は
製
造
會
肚
が
特
定
の
ト
ラ
ス
ト
又
は
カ
ル
テ
ル
の
加
盟
店
と
非
加
盟
店

と
に
封
し
、
そ
の
封
償
に
差
別
を
設
け
て
商
品
を
供
給
し
て
凋
占
的
支
配
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
こ
と
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
差

別
封
債
と
い
う
概
念
は
、
同
質
で
同
量
の
商
品
そ
の
他
の
供
給
に
つ
い
て
の
み
成
立
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
品
質
又
は
藪
量
を
異
に
す
る
商
品
そ

の
他
の
供
給
の
封
憤
に
差
別
を
設
け
る
こ
と
は
、
本
號
の
不
公
正
な
競
孚
方
法
に
該
當
し
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
汝
い
。
又
同
一
の
商
品
に
つ

い
て
も
原
材
料
の
値
上
り
等
に
よ
る
生
産
費
の
攣
動
、
蓮
賃
、
包
装
費
、
荷
造
費
そ
の
他
公
課
の
塘
減
等
に
よ
つ
て
便
格
に
差
別
を
設
け
た
り
、

大
口
取
引
と
小
口
取
引
、
現
金
取
引
と
信
用
取
引
等
の
匪
別
に
よ
つ
て
債
格
を
異
に
す
る
場
合
も
、
必
す
し
も
差
別
憤
格
と
い
う
と
と
は
で
き
な

　
　
　
　
（
4
）

い
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
よ
う
な
競
孚
方
法
が
「
不
當
に
」
用
い
ら
れ
た
場
合
に
本
號
の
不
公
正
な
競
雫
方
法
と
な
る
こ
と
、
そ
の
他
の
用
語
の

意
味
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
本
項
第
一
號
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

　
③
不
當
廉
費
　
　
「
不
當
に
低
い
封
債
を
以
て
、
物
資
、
資
金
そ
の
他
の
脛
濟
土
の
利
釜
を
供
給
す
る
こ
と
」
（
二
條
六
項
三
號
）
が
不
公
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
競
孚
方
法
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
種
類
の
行
爲
は
廣
く
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
元
來
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
い
う
観

念
は
國
際
市
場
に
語
け
る
不
公
正
な
競
孚
方
法
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
國
内
市
場
に
語
い
て
も
そ
れ
と
類
似
し
た
現
象
の
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
最
近
に
は
ダ
ン
ピ
ン
ゲ
と
い
う
言
葉
は
廣
く
國
内
市
場
に
お
け
る
不
公
正
な
競
雫
方
法
を
も
意
味
す
る
よ
う
に
な
つ
て
き
て
い

る
。
本
號
の
「
不
當
に
低
い
封
債
」
と
は
果
し
て
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
は
、
個
女
の
事
實
に
つ
い
て
具
艦
的
な
事
情

を
考
慮
し
た
上
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
般
的
に
は
そ
れ
が
前
述
し
た
能
牽
競
孚
の
原
則
に
反
し
て
行
わ



れ
た
場
合
、
い
い
か
え
れ
ば
決
定
さ
れ
た
封
償
が
そ
の
事
業
者
の
事
業
能
力
か
ら
み
て
不
當
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
取
引
分
野
に
語
け
る
自

由
競
孚
に
封
し
て
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
與
え
る
場
合
に
、
そ
れ
を
本
號
の
不
當
廉
費
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
の
不
當
廉
費
に
似
た
も
の
と
し
て
見
切
販
費
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
見
切
販
費
と
は
手
持
商
品
を
盧
分
す
る
た

め
特
に
事
業
閉
鎖
の
場
合
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
時
に
は
顧
客
吸
牧
の
方
法
と
し
て
濫
用
弍
、
れ
、
大
量
の
商
品
が
廉
債
に
費
出
さ
れ
る
た

め
競
雫
者
の
利
釜
を
害
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
切
販
費
は
本
號
の
不
當
廉
費
と
大
差
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
見
切
販
費
の
實
施

に
際
し
て
は
官
臆
の
許
可
を
要
す
る
と
い
う
特
別
の
規
定
の
な
い
場
合
に
は
、
本
法
の
不
公
正
な
競
雫
方
法
と
し
て
取
締
の
封
象
と
な
る
こ
と
が

　
　
　
　
（
6
）

多
い
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
顧
客
彊
制
　
　
「
不
當
に
、
利
釜
又
は
不
利
釜
を
以
て
、
競
孚
者
の
顧
客
を
自
己
と
取
り
引
き
す
る
よ
う
に
勧
誘
し
、
叉
は
強
制
す
る
こ

と
」
（
二
條
六
項
四
號
）
が
不
公
正
な
競
孚
方
法
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
競
雫
者
の
顧
客
又
は
被
傭
者
に
金
品
そ
の
他
を
提
供
し
、
そ

の
事
業
者
と
の
取
引
關
係
を
慶
棄
し
て
自
己
と
取
引
す
る
よ
う
に
渤
誘
す
る
こ
と
、
叉
は
特
許
實
施
椹
の
引
上
や
特
許
品
の
費
止
を
す
る
と
い
つ

て
相
手
方
を
彊
要
し
、
そ
の
意
に
反
し
て
取
引
關
係
の
織
綾
又
は
創
設
を
彊
制
す
る
こ
と
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
利
釜
又
は
不
利

釜
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
何
等
の
制
限
は
な
い
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
特
許
晶
そ
の
他
特
殊
な
商
品
の
費
買
、
施
設
の
利
用
、
贈
賄
等
の
方
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

　
⑤
　
排
他
約
款
附
取
引
　
　
「
相
手
方
が
自
己
の
競
孚
者
か
ら
不
當
に
物
資
、
費
金
そ
の
他
の
経
濟
上
の
利
釜
の
供
給
を
受
け
な
い
こ
と
を
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

件
と
し
て
、
當
該
相
手
方
と
取
り
引
き
す
る
こ
と
」
（
こ
條
六
項
五
號
）
帥
ち
排
他
約
款
附
取
引
が
不
公
正
な
競
雫
方
法
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ぱ
強
大
な
生
産
者
が
取
扱
店
に
封
し
、
他
の
生
産
者
の
製
品
を
販
費
し
な
い
と
い
う
條
件
で
取
引
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
他
の
弱
小
生
産
者

の
製
品
の
販
路
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
よ
う
な
行
爲
が
こ
れ
で
あ
る
。
ご
の
排
他
約
款
附
取
引
と
前
號
の
顧
客
彊
制
と
の
差
異
は
、
前
者
は
相
手
方

が
自
己
の
競
孚
者
か
ら
商
品
そ
の
他
の
供
給
を
受
け
な
い
こ
と
を
條
件
と
し
て
取
引
す
る
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
相
手
方
に
封
し
て
利
釜
又
は
不

　
　
　
不
正
鎧
“
争
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
（
四
五
五
）



　
　
　
不
正
競
箏
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
四
五
六
）

利
釜
を
與
え
る
こ
と
を
申
入
れ
て
取
引
す
る
こ
と
で
あ
る
と
一
慮
冨
別
で
き
る
が
、
實
際
に
は
い
す
れ
に
該
當
す
る
か
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
が

多
い
で
あ
ろ
う
。

　
⑥
　
拘
束
約
款
附
取
引
　
　
「
相
手
方
と
こ
れ
に
物
資
、
資
金
そ
の
他
の
維
濟
上
の
利
釜
を
供
給
す
る
者
若
し
く
は
顧
客
と
の
取
引
若
し
く
は

相
手
方
と
そ
の
競
孚
者
と
の
關
係
を
不
當
に
拘
束
す
る
條
件
を
附
け
、
又
は
相
手
方
で
あ
る
會
肚
の
役
員
（
取
締
役
、
業
務
を
執
行
す
る
無
限
責

任
肚
員
若
し
く
は
監
査
役
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
す
る
者
、
支
配
人
叉
は
本
店
若
し
く
は
支
店
の
螢
業
の
主
任
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
選
任

に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
自
己
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
旨
の
條
件
を
附
け
て
、
當
該
相
手
方
に
物
資
、
資
金
そ
の
他
の
脛
濟
上
の
利
釜
を
供
給
す
る

こ
と
」
（
二
條
六
璽
ハ
號
）
帥
ち
拘
束
約
款
附
取
引
が
不
公
正
な
競
孚
方
法
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
原
料
の
仕
入
先
、
製
品
の
販
費
先
籔
量

等
を
制
限
し
又
は
競
孚
會
肚
と
の
カ
ル
テ
ル
形
成
等
を
條
件
と
し
、
そ
の
他
、
役
員
選
任
に
つ
い
て
は
事
前
に
自
己
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
と
い

う
條
件
を
つ
け
て
取
引
す
る
こ
と
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
本
號
の
取
締
役
、
業
務
を
執
行
す
る
無
限
責
任
肚
員
若
し
く
は
監
査
役
若
し
く
は
こ
れ

ら
に
準
す
る
者
と
い
う
場
合
の
「
こ
れ
ら
に
準
す
る
者
」
と
は
、
會
肚
の
経
螢
に
事
實
上
参
劃
し
て
い
る
相
談
役
、
顧
間
、
解
散
會
肚
の
清
算
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

及
ぴ
特
殊
會
肚
の
理
事
、
監
事
等
を
意
味
し
、
支
配
人
又
は
本
店
若
し
く
は
支
店
の
螢
業
の
主
任
者
と
い
う
場
合
の
「
本
店
若
し
く
は
支
店
の
螢

業
の
主
任
者
」
と
は
、
支
配
人
で
は
な
い
が
事
實
上
會
肚
の
意
志
決
定
に
關
與
し
、
會
肚
の
経
螢
に
影
響
を
與
え
得
る
立
場
に
あ
る
從
業
員
を
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

す
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
㊥
　
公
正
取
引
委
員
會
の
指
定
す
る
不
公
正
な
競
雫
方
法
　
　
「
前
各
號
に
掲
げ
る
も
の
の
外
、
公
共
の
利
釜
に
反
す
る
競
孚
手
段
で
あ
つ
て
、

第
七
十
一
條
及
び
第
七
十
二
條
に
規
定
す
る
手
綾
に
從
い
公
正
取
引
委
員
會
の
指
定
す
る
も
の
」
（
二
條
六
項
七
號
）
が
本
法
の
不
公
正
な
競
孚
方

法
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
元
來
、
商
慣
習
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
と
同
時
に
攣
化
し
易
い
も
の
で
あ
つ
て
、
事
業
者
は
維
濟
事
情
の
攣
化
に

感
じ
て
絶
え
す
新
し
い
競
孚
方
法
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
事
情
に
感
す
る
た
め
、
本
條
に
誇
い
て
は
第
一
號
か
ら
第
六
號
ま

で
に
最
も
典
型
的
な
不
公
正
な
競
孚
方
法
を
掲
げ
る
と
同
時
に
、
公
正
取
引
委
員
會
に
不
公
正
な
競
孚
方
法
に
關
す
る
指
定
椹
を
與
え
て
い
る
わ



け
で
あ
る
。
例
え
ぱ
競
雫
者
の
醤
業
上
の
秘
密
を
窃
取
す
る
行
爲
或
は
富
く
じ
類
似
の
方
法
で
顧
客
を
吸
引
す
る
よ
う
な
行
爲
は
、
不
歪
競
雫
防

止
法
及
び
濁
占
禁
止
法
の
不
公
正
な
競
孚
方
法
に
關
す
る
規
定
に
よ
つ
て
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
「
公
共
の
利
釜
に

反
す
る
」
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
こ
の
規
定
に
よ
つ
て
公
正
取
引
委
員
會
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
「
公

共
の
利
釜
に
反
す
る
」
と
い
う
要
件
を
置
い
た
の
は
、
獅
占
禁
止
法
の
こ
の
規
定
が
事
業
者
の
私
釜
の
保
護
を
直
接
の
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な

く
、
專
ら
公
釜
擁
護
の
立
場
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
從
つ
て
不
正
競
孚
防
止
法
と
は
性
格
上
に
差
異
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
（
n
）

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
そ
の
競
箏
方
法
が
い
か
な
る
種
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
十
分
槍
討
す
る
こ
と
な
く
指
定
す
れ
ば
、
理
論
的

に
は
猫
占
禁
止
法
の
艦
系
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
の
み
で
な
く
、
實
際
の
運
用
上
も
支
障
を
招
く
語
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
指
定
に
あ
た
つ
て
は

極
め
て
愼
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
法
は
そ
の
指
定
手
績
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。
帥
ち
公
正
取
引
委
員

會
が
不
公
正
な
競
孚
方
法
を
指
定
す
る
に
は
、
先
す
指
定
し
よ
う
と
す
る
競
雫
方
法
を
用
い
て
い
る
事
業
者
と
同
種
の
事
業
者
の
意
見
を
聞
き
、

か
つ
公
聴
會
を
開
い
て
一
般
の
意
見
を
求
め
た
上
で
指
定
假
案
を
作
成
し
て
公
表
し
、
若
し
そ
の
假
案
に
つ
い
て
事
業
者
に
反
封
意
見
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
意
見
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
（
七
一
條
）
。
又
こ
の
手
績
に
よ
つ
て
公
正
取
引
委
員
會

が
指
定
し
た
と
き
は
官
報
に
告
示
し
、
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
た
日
に
指
定
の
効
力
が
生
す
る
も
の
と
し
て
い
る
（
七
二
條
）
。

…
…
田
　
　
第
四
出
早
第
一
触
即
参
昭
…

偶
　
石
井
良
三
「
濁
占
禁
止
法
」
ニ
コ
ハ
頁

⑧
ク
レ
イ
ト
ン
法
箏
篠
参
照

㈲
　
石
井
、
前
掲
、
二
五
八
頁

⑤
　
本
號
の
不
當
廉
質
が
商
品
の
供
給
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
競
箏
抑
塵
船
の
使
用
の
如
き
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け

　
れ
ば
な
・
り
な
い
o

　
　
海
上
蓮
迭
法
第
二
十
八
條
第
二
號
参
照

　
　
不
正
競
璽
に
う
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
四
五
七
）



（6〕（8）（7）（9）（11）㈲

不
正
競
争
に
つ
い
て

同
説
、
今
村
、
前
掲
、
四
頁

反
封
説
、
石
井
、
前
掲
、
二
五
九
頁

石
井
、
前
掲
、
二
五
九
－
二
六
〇
頁

ク
レ
イ
ト
ン
法
第
三
條
参
照

な
お
蓮
賃
同
盟
に
お
け
る
蓮
賃
の
べ
も
ど
し
制
度
も
排
他
約
款
附
取
引
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
Q

海
上
蓮
邊
法
第
二
＋
八
條
第
一
號
参
照

清
算
人
が
本
法
の
役
員
で
あ
る
か
否
か
K
つ
い
て
は
畢
い
が
あ
る
Q

同
詮
、
石
井
、
前
掲
、
二
三
九
頁
、
公
正
取
引
委
員
會
事
務
局
編
「
改
正
狽
占
禁
止
法
解
説
」
＝
昌
四
頁

反
封
説
、
橋
本
龍
伍
「
猫
占
禁
止
法
と
我
が
國
民
経
濟
」
一
五
三
頁

公
正
取
引
委
員
會
事
務
局
編
、
前
掲
、
一
三
四
頁

石
井
、
前
掲
、
二
六
二
頁

三
〇

へ
四
五
八
ノ

第
二
項
　
不
公
正
な
競
孚
方
法
の
効
果

e
　
不
公
正
ね
競
孚
方
法
の
差
止

　
事
業
者
が
本
法
の
不
公
正
な
競
孚
方
法
の
禁
止
に
關
す
る
規
定
（
一
九
條
y
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
公
正
取
引
委
員
會
は
審
決
の
手
綾
を
輕

て
そ
の
行
爲
の
差
止
を
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
〇
條
）
。
こ
の
よ
う
に
不
公
正
な
競
孚
方
法
の
差
止
の
椹
限
を
公
正
取
引
委
員
會
に
認
め
た
こ

と
は
專
ら
公
釜
上
の
必
要
に
基
く
も
の
で
あ
つ
て
、
不
公
正
な
競
孚
方
法
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
、
原
歌
同
復
の
庭
置
等
を
命
す
る
こ
と

は
裁
判
所
の
椹
限
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
次
に
こ
の
不
公
正
な
競
孚
方
法
の
禁
止
に
關
す
る
規
定
に
は
罰
則
が
な
く
、
た
だ
公
正
取

引
委
員
會
の
差
止
に
關
す
る
審
決
に
違
反
し
た
場
合
に
の
み
過
料
又
は
懲
役
の
制
裁
が
あ
る
黙
（
九
〇
、
九
七
條
）
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
は
前
述
し
た
よ
う
に
不
公
正
な
競
孚
方
法
が
獅
占
禁
止
法
で
問
題
に
な
る
の
は
、
同
法
の
二
つ
の
中
心
概
念
で
あ
る
私
的
猫
占
及

び
不
當
な
取
引
制
限
と
の
關
蓮
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
帥
ち
不
公
正
な
競
孚
方
法
を
着
實
に
し
か
も
徹
底
的
に



使
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
果
を
牧
め
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
彊
大
な
事
業
者
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
私
的
濁
占
或
は
不
當

な
取
引
制
限
と
し
て
罰
則
の
適
用
を
受
け
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
不
公
正
な
競
孚
方
法
の
禁
止
に
關
す
る
規
定
に
罰
則
を
設
け
な
く

て
も
、
そ
れ
を
調
査
し
差
止
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
い
い
か
え
れ
ば
そ
の
根
源
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
私
的
濁
占
叉
は
不
當
な
取
引
制

限
の
所
在
と
實
膣
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
あ
る
程
度
ま
で
は
私
的
濁
占
又
は
不
當
な
取
引
制
限
の
襲
生
を
阻
止
で
き
る
と
い
う
理
由
に
基
く
も

　
　
　
（
1
）

の
で
あ
ろ
う
。

　
な
語
裁
到
所
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
正
取
引
委
員
會
の
申
立
に
よ
り
、
不
公
正
な
競
孚
方
法
に
該
當
す
る
疑
い
の
あ
る

競
孚
方
法
を
用
い
て
い
る
事
業
者
に
封
し
て
、
そ
の
行
爲
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
を
命
じ
、
又
は
そ
の
命
令
を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
攣
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
六
七
條
）
を
付
記
し
よ
う
。

（11

石
井
、
前
掲
、
二
六
三
－
二
六
四
頁

⇔
損
審
賠
償

　
不
公
正
な
競
孚
方
法
を
用
い
た
事
業
者
は
、
被
害
者
に
封
し
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
が
、
こ
の
場
合
に
故
意
又
は
過
失
が
な
か
つ
た
こ

と
を
誼
明
し
て
そ
の
責
任
を
冤
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
二
五
條
）
。
い
わ
ゆ
る
無
過
失
賠
償
責
任
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
元
來
、
法
律
が
損
害
賠

償
制
度
を
認
め
る
理
由
は
、
行
爲
者
の
心
理
的
作
用
を
通
し
て
損
害
稜
生
の
危
瞼
を
豫
防
す
る
と
同
時
に
、
既
に
生
じ
た
損
害
を
填
補
し
て
當
事

者
間
に
公
雫
を
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
態
様
に
過
失
賠
償
責
任
と
無
過
失
賠
償
責
任
と
が
あ
る
こ
と
、
損
害
稜
生
の
豫

防
と
い
う
見
地
か
ら
み
る
な
ら
ば
後
者
を
認
め
る
こ
と
が
よ
り
大
き
な
効
果
が
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
過
失
賠
償
責
任
が
・
ー
マ
法
以
來
近
世
諸
國

の
法
制
ま
で
一
貫
せ
る
原
則
で
あ
つ
た
こ
と
、
更
に
十
九
世
紀
以
後
に
お
け
る
大
企
業
組
織
の
嚢
達
に
伴
い
無
過
失
賠
償
責
任
が
一
般
に
認
め
ら

　
　
　
不
正
競
争
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
（
四
五
九
）



　
　
　
不
正
競
雫
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
四
六
〇
）

れ
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
は
敢
え
て
読
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
法
の
私
的
凋
占
、
不
當
な
取
引
制
限
及
び
不
公
正
な

競
雫
方
法
の
性
質
及
び
關
蓮
を
検
討
し
て
み
る
と
、
前
二
者
は
い
す
れ
も
公
共
の
利
釜
に
反
し
て
一
定
の
取
引
分
野
に
語
け
る
競
孚
を
實
質
的
に

制
限
す
る
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
主
と
し
て
前
二
者
を
實
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
か
ら
、
本
法
が
こ
れ
ら
の
行
爲
の
襲
生
を
豫
防
す
る
た
め

に
無
過
失
賠
償
責
任
を
認
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
叉
不
公
正
な
競
雫
方
法
を
用
い
た
事
業
者
は
輕
濟
的
に
優
越
し
た
地
位
に
あ
る
の
が
通
常
で
あ

る
か
ら
、
無
過
失
賠
償
責
任
を
認
め
る
こ
と
は
む
し
ろ
當
事
者
間
の
公
李
を
實
現
す
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
し
、
更
に
彊
大
な
事
業
者
の
猫
占

組
織
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
行
爲
者
の
故
意
又
は
過
失
を
詮
明
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
ら
、
本
法
が
不
公
正
な
競
孚
方
法
を
用
い
た
事
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
無
過
失
賠
償
責
任
を
認
め
た
こ
と
は
、
損
害
賠
償
制
度
の
目
的
か
ら
み
て
も
適
切
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
本
條
に
い
う
被
害
者
と
は
経
濟
上
の
利
釜
厭
態
を
侵
害
さ
れ
た
特
定
の
競
孚
者
は
勿
論
の
こ
と
、
一
般
に
損
害
を
蒙
つ
た
同
種
若
し
く
は
類
似

の
商
品
を
取
扱
う
商
人
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
損
害
賠
償
責
任
の
性
質
は
不
法
行
爲
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
多
く
の
黙
が
民
法
第
七
百
九
條
以
下
の
不
法
行
爲
の
理
論
に
よ
つ
て
解
決
で
き
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
例
え
ぱ
使
用
者
の
責
任
に
關
す
る

第
七
百
十
五
條
、
共
同
不
法
行
爲
に
關
す
る
同
第
七
百
十
九
條
、
金
鏡
賠
償
及
び
過
失
相
殺
に
關
す
る
同
第
七
百
二
十
二
條
等
の
規
定
は
不
公
正

な
競
孚
方
法
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
槽
に
類
推
さ
れ
、
そ
の
他
、
行
爲
と
損
害
の
護
生
と
の
因
果
關
係
及
び
損
害
の
算
定
等
の
問
題
も
す
べ
て
民

法
の
一
般
原
則
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
封
し
て
本
法
は
損
害
賠
償
請
求
槽
の
裁
判
上
の
主
張
と
消
滅
時
効
及
び
第
一
審
の
裁
判
権
の
三
鮎
に
語
い
て
民
法
及
び
民
事
訴
訟
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

特
例
を
設
け
て
い
る
。
即
ち
本
法
第
二
十
五
條
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
講
求
椹
は
、
加
害
者
が
不
公
正
な
競
雫
方
法
を
用
い
た
と
い
う
公
正
取

引
委
員
會
の
審
決
が
確
定
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
裁
判
上
こ
れ
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
二
六
條
一
項
）
し
、
こ
の
損
害
賠
償
に
關
す
る
訴

が
提
起
さ
れ
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
遅
滞
な
く
、
公
正
取
引
委
員
會
に
封
し
、
違
反
行
爲
に
因
つ
て
生
じ
た
損
害
の
額
に
つ
、
い
て
、
意
見
を
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
八
四
條
一
項
）
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
公
正
取
引
委
員
會
の
確
定
審
決
が
裁
制
上
の
槽
利
行
使
の
前
提
要
件
と
さ
れ
て



い
る
の
は
、
猫
占
禁
止
法
の
蓮
用
を
す
べ
て
公
正
取
引
委
員
會
を
中
心
と
し
て
行
誇
う
と
す
る
理
念
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
次
に
そ
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
も
民
法
第
七
百
二
十
四
條
の
特
例
を
設
け
て
、
不
公
正
な
競
雫
方
法
に
基
く
損
害
賠
償
講
求
椹
は
、
審
決
確

定
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
と
き
は
時
効
に
因
つ
て
浩
滅
す
る
（
二
六
條
二
項
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
審
決
確
定
の
日
を
民
法
第
七
百
二

十
四
條
の
「
被
害
者
又
ハ
其
法
定
代
理
人
力
損
害
及
ヒ
加
害
者
ヲ
知
リ
タ
ル
時
」
と
同
観
し
た
も
の
で
、
被
害
者
の
椹
利
を
保
護
す
る
と
共
に
法

律
關
係
の
劃
一
的
虚
理
を
は
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
不
公
正
な
競
雫
方
法
に
基
く
損
害
賠
償
に
係
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
不
法
行
爲
に
關

す
る
訴
の
管
轄
を
定
め
た
民
事
訴
訟
法
第
十
五
條
の
規
定
は
適
用
さ
れ
す
、
そ
の
第
一
審
の
裁
判
権
は
特
別
の
合
議
艦
を
も
つ
東
京
高
等
裁
判
所

に
囑
す
る
（
八
五
條
）
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
黙
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

（11

石
井
、
前
掲
、
三
二
皿
「
三
二
七
頁

末
川
博
「
無
過
失
責
任
主
義
」
岩
波
、

法
律
學
餅
典
、
第
四
巻
　
二
五
八
二
ー
二
五
八
五
頁

第
三
項
　
そ
の
他

　
凋
占
禁
止
法
の
適
用
を
受
け
る
行
爲
主
艦
は
原
則
と
し
て
事
業
者
で
あ
り
、
そ
の
適
用
範
園
は
公
的
凋
占
を
除
い
た
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
私
的
獅

占
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
鐵
道
專
業
、
電
氣
事
業
、
瓦
斯
事
業
そ
の
他
性
質
上
當
然
に
凋
占
と
な
る
事
業
を
螢
む
者
の
行
う
生
産
、
販
費
又
は

供
給
に
關
す
る
行
爲
で
あ
つ
て
そ
の
事
業
に
固
有
な
も
の
に
つ
い
て
は
本
法
は
適
用
さ
れ
な
い
（
二
一
條
）
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
大
規
模
の
固
定
設

備
に
よ
つ
て
一
般
大
衆
に
用
釜
を
供
給
す
る
も
の
で
あ
り
、
性
質
上
當
然
に
凋
占
的
に
な
る
と
同
時
に
自
由
競
孚
に
よ
つ
て
は
必
す
し
も
事
業
の

振
興
を
望
め
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
事
業
者
の
行
う
特
定
の
行
爲
に
つ
い
て
は
猫
占
禁
止
法
を
適
用
せ
す
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
法
規

に
よ
つ
て
監
督
す
る
と
い
う
意
味
の
規
定
で
あ
る
。
攻
に
特
定
の
事
業
に
つ
い
て
特
別
の
法
律
が
あ
る
場
合
、
事
業
者
が
そ
の
法
律
又
は
そ
の
法

律
に
基
く
命
令
に
よ
つ
て
行
う
正
當
な
行
爲
に
は
本
法
が
適
用
さ
れ
な
い
が
（
一
三
條
）
、
こ
の
こ
と
は
そ
れ
ら
の
特
別
法
の
監
督
に
よ
つ
て
濁
占

　
　
　
不
正
競
争
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
（
四
六
一
）



　
　
　
不
正
競
畢
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
（
四
六
二
）

禁
止
法
の
企
圖
す
る
取
締
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
る
か
ら
、
本
法
の
適
用
を
除
外
し
た
も
の
で
あ
る
。
叉
著
作
椹
法
、
特
許
法
、
實
用

新
案
法
、
意
匠
法
叉
は
商
標
法
に
よ
る
椹
利
の
行
使
と
認
め
ら
れ
る
行
爲
に
も
本
法
は
適
用
さ
れ
な
め
（
三
昌
條
）
。
と
れ
ら
の
特
別
法
に
よ
つ
て

與
え
ら
れ
る
椹
利
は
、
い
す
れ
も
排
他
的
な
支
配
叉
は
利
用
を
そ
の
本
質
的
な
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
律
上
當
然
に
濁
占
的
地
位
を

俘
・
？
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
権
利
を
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
が
公
共
の
利
釜
を
増
進
す
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
彊
力
な

法
的
凋
占
権
の
内
容
は
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
一
定
の
要
件
を
備
え
、
か
つ
法
律
の
規
定
に
基
い
て
設
立
さ
れ
た

組
合
の
行
爲
に
は
本
法
を
適
用
し
な
い
が
、
不
公
正
な
競
雫
方
法
を
用
い
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
二
四
條
）
。
こ

の
規
定
は
不
公
正
な
競
孚
方
法
が
私
的
凋
占
叉
は
不
當
む
取
引
制
限
と
の
關
蓮
に
お
い
て
初
め
て
間
題
に
な
る
と
い
う
前
述
し
た
立
場
か
ら
い
う

な
ら
ば
、
極
め
て
間
題
の
多
い
規
定
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
軍
に
資
本
主
義
的
市
場
に
お
い
て
、
弱
小
事
業
者
が
協
同
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

合
的
な
團
艦
を
組
織
し
て
彊
大
な
事
業
者
に
競
雫
す
る
と
と
を
容
認
し
た
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
と
読
明
す
る
に
止
め
よ
う
。

　
ω
　
こ
の
規
定
は
我
國
の
経
濟
が
中
小
企
業
を
中
心
と
し
て
い
る
鮎
か
ら
み
て
影
響
す
る
と
こ
ろ
の
最
も
大
き
な
適
用
除
外
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
贅
本
主
義
的

　
　
羅
濟
組
織
に
お
け
る
協
同
組
合
蓮
動
の
本
質
に
鰯
れ
る
趣
め
て
重
要
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

む
　
す
　
び

　
資
本
主
義
肚
會
に
お
け
る
自
由
競
孚
の
理
念
が
、
法
律
上
ど
の
よ
う
な
修
正
を
受
け
て
今
日
に
至
つ
た
か
と
い
う
黙
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

た
本
稿
は
、
先
す
自
由
競
孚
の
許
さ
れ
る
肚
會
に
お
い
て
も
、
そ
の
當
時
の
肚
會
通
念
に
よ
つ
て
不
當
と
さ
れ
る
特
定
の
競
孚
方
法
帥
ち
不
正
競

孚
の
存
在
す
る
こ
と
、
及
び
そ
れ
ら
の
不
正
競
雫
の
態
様
は
資
本
主
義
経
濟
の
稜
達
に
件
つ
て
攻
第
に
攣
化
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
不
正
競
孚

の
本
質
を
追
求
す
る
と
同
時
に
そ
の
態
様
と
各
國
に
語
け
る
取
締
法
規
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
次
に
我
國
の
現
行
法
の
中
で
不
正
競
孚
の
禁



止
に
最
も
關
蓮
の
深
い
規
定
と
し
て
民
法
第
七
百
九
條
を
あ
げ
、
不
正
競
孚
が
果
し
て
同
條
の
要
件
特
に
椹
利
侵
害
と
い
う
要
件
を
充
す
か
否
か

を
考
究
し
、
併
せ
て
同
條
の
適
用
に
當
つ
て
は
椹
利
侵
害
を
必
要
と
せ
す
行
爲
の
遠
法
性
の
み
で
足
釦
る
と
す
る
読
、
及
び
穰
利
の
濫
用
が
あ
れ

ば
足
む
る
と
す
る
読
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
現
行
法
の
解
縄
上
、
不
正
競
孚
に
封
し
て
直
ち
に
民
法
第
七
百
九
條
を
適
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
不
正
競
雫
に
基
く
損
害
賠
償
責
任
の
性
質
は
不
法
行
爲
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
に
洩

法
第
七
百
九
條
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
準
不
法
行
爲
読
の
最
も
妥
當
で
あ
る
と
と
を
読
明
し
て
き
た
。
更
に
不
正
競
雫
防
止
法
及
び

凋
占
禁
止
法
の
不
公
正
な
競
孚
方
法
に
關
す
る
規
定
の
制
定
の
趣
旨
、
適
用
の
要
件
及
び
効
果
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
、
爾
者
は
同
様
に
自
由
競

孚
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
目
的
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
の
直
接
の
規
制
封
象
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
理
論
的
に
は
同
時
に
存
在
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
後
に
資
本
主
義
経
濟
の
襲
達
に
俘
つ
て
そ
こ
に
行
わ
れ
る
不
正
競
孚
の
態
檬
は
一
暦
複
雑
に
な
つ
て
く
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
將
來
に
為
け
る
不
正
競
雫
の
禁
止
に
關
す
る
立
法
は
極
め
て
愼
重
に
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
　
　
　
　
　
附

こ
の
研
究
に
つ
い
て
は

　
　
記

「
不
正
競
争
と
法
律
」

と
し
て
、
昭
利
二
＋
四
年
度
丈
部
省
科
學
研
究
費
交
付
金
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
Q

不
正
競
畢
に
つ
い
て

三
五

（
四
六
三
）


